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版
本
『
天
正
軍
記
』
の

斉
藤
道
三
と
義
龍
の
物
語

─
物
語
の
受
容
と
変
形
の
一
例
と
し
て

─

奥

田

尚

は
じ
め
に

筆
者
の
勤
務
す
る
大
学
の
名
称
は
、
大
坂
城
の
追
手
門
に
由
来

す
る
。
筆
者
の
専
門
に
し
て
い
る
時
代
で
は
な
い
が
、
そ
の
関
係

か
ら
豊
臣
秀
吉
に
関
し
て
は
少
し
な
り
と
も
関
心
を
持
た
な
け
れ

ば
、
と
気
に
し
て
き
た
。
数
年
前
、
古
書
店
の
目
録
で
小
瀬
甫
庵

の
『
信
長
記
』
を
見
つ
け
、
図
書
館
で
購
入
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
（
現
在
そ
の
画
像
と
釈
文
は
本
学
図
書
館
か
ら
公
開
さ
れ
て

い
る
）。

し
ば
ら
く
し
て
、
こ
れ
も
偶
然
に
『〈
太
閤
記
／
拾
遺
〉
天
正
軍

記
』（〈
〉
は
二
行
割
に
し
た
記
述
で
あ
る
、
／
は
改
行
で
あ
る
こ
と
示

す
。
以
下
同
じ
）
と
い
う
版
本
を
見
つ
け
た
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら

や
む
を
得
ず
自
分
で
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
版
本
な
ど

の
『〈
太
閤
記
拾
遺
〉
天
正
軍
記
』
に
つ
い
て
は
、『
国
書
総
目
録
』

第
三
巻
八
二
六
頁
に
、「
天
正
記
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
載
が

あ
る
。

○
天
正
記

九
巻

○別
天
正
軍
記
・
太
閤
記
拾
遺
天
正
軍

記

○類
伝
記

○著
太
田
牛
一

○写
東
大
（
巻
二
─
五
、
別
本
共

五
冊
）・
東
大
史
料
（
豊
公
検
地
帳
、
一
冊
）・
神
宮
（
五
冊
）
○版

慶
長
元
和
古
活
字
版
─
内
閣
（
三
冊
）・
粟
田
（
巻
七
・
八
欠
、

七
冊
）、
元
和
古
活
字
版
（
九
冊
）
─
静
嘉
・
慶
大
・
粟
田
・

茶
図
成
簀
（
八
巻
三
冊
）・
旧
安
田
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
（
五

冊
）
─
岩
瀬
・
刈
谷
・
竜
門
（
巻
九
、
一
冊
）
承
応
三
版
（
九

冊
）
─
国
会
・
内
閣
・
宮
書
（
八
冊
）・
京
大
・
東
大
・
東
大

霞
亭
・
秋
田
（
五
冊
）・
鶴
舞
・
果
園
（
八
冊
）・
粟
田
・
茶
図

成
簀
（
八
冊
）・
旧
浅
野
、
寛
文
二
版
─
旧
彰
考
（
四
冊
）、
刊

年
不
明
─
岡
山
池
田
・
九
大
（
九
冊
）・
教
大
（
四
冊
）・
刈
谷

（
七
冊
）・
彰
考
（
二
冊
）・
丸
山
（
八
冊
）・
旧
彰
考
（
三
冊
）

こ
の
記
述
か
ら
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

１
入
手
し
た
『〈
太
閤
記
拾
遺
〉
天
正
軍
記
』
は
、『
天
正
記
』

が
代
表
的
な
名
称
で
あ
り
、『
天
正
軍
記
』
と
い
う
別
名
を
持
つ

【
論
考
】



史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

２『
天
正
記
』
の
写
本
に
は
東
大
に
巻
二
か
ら
巻
五
（
小
計
四

冊
）
と
別
本
の
計
五
冊
が
あ
り
、
東
大
史
料
編
纂
所
に
は
「
豊
公

検
地
帳
」
と
題
さ
れ
た
『
天
正
記
』
の
一
部
分
の
一
冊
が
あ
る
。

ま
た
、
神
宮
文
庫
（
伊
勢
神
宮
の
文
庫
）
に
は
『
天
正
記
』
五
冊
が

あ
る
。

３
版
本
に
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
、
す
な
わ
ち
「
古
活
字

版
」
と
よ
ば
れ
る
木
活
字
の
も
の
と
、
一
枚
の
版
木
に
全
文
を
彫

刻
す
る
整
版
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
版
本
（
板
本
）」
が
あ
る
。
古

活
字
版
に
は
三
種
類
が
あ
り
、
慶
長
元
和
古
活
字
版
〔
慶
長
：
一

五
九
六
～
一
六
一
五
年
、
元
和
：
一
六
一
五
～
一
六
二
四
年
〕、

元
和
古
活
字
版
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
〔
寛
永
：
一
六
二
四
～
一

六
四
四
年
〕
で
あ
る
。

４「
版
本
」
は
三
種
類
で
、
承
応
三
年
版
（
一
六
五
四
年
）
と
寛

文
二
年
版
（
一
六
六
二
年
）、
そ
れ
に
刊
行
年
不
明
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
『
天
正
記
』（『
天
正
軍
記
』）
の

主
要
情
報
で
あ
る
。
な
お
、
所
蔵
者
が
「
内
閣
」
と
な
っ
て
い
る

も
の
は
、
内
閣
文
庫
で
あ
り
、
現
在
は
国
立
公
文
書
館
の
所
蔵
と

な
っ
て
い
る
。

私
蔵
本
は
、
全
九
巻
を
一
～
三
巻
、
四
～
六
巻
、
七
～
九
巻
の

三
冊
に
仕
立
て
た
、
刊
行
年
不
明
の
本
で
あ
る
。
刊
年
不
明
の
も

の
が
一
種
類
だ
け
な
の
か
ど
う
か
は
、
未
調
査
な
の
で
不
明
で
あ

る
。
内
閣
文
庫
の
承
応
三
年
版
本
『
天
正
記
』
は
、
全
九
巻
を
各

一
冊
ず
つ
に
仕
立
て
た
全
九
冊
か
ら
な
る
。
内
閣
文
庫
の
表
紙
の

題
は
、
巻
一
～
巻
四
が
「
天
正
軍
記
」
で
、
巻
五
～
巻
九
は
「
天

正
記
」
と
あ
り
、
朱
筆
で
「
正
」
と
「
記
」
の
間
の
右
に
「
軍
」

と
傍
書
す
る
。
私
蔵
本
は
三
冊
と
も
に
『〈
太
閤
記
／
拾
遺
〉
天

正
軍
記
』
で
あ
り
、
そ
の
下
部
に
「
一

二

三
」、「
四

五

六
」「
七

八

九
」
と
所
収
の
巻
数
を
記
す
。

私
蔵
本
と
内
閣
文
庫
所
蔵
の
承
応
三
年
版
本
と
対
照
す
る
と
、

私
蔵
本
は
承
応
三
年
版
本
か
ら
「
挿
絵
」
を
除
い
た
部
分
（
つ
ま

り
文
字
の
み
の
部
分
）
と
、
素
人
目
に
は
ま
っ
た
く
一
致
す
る
。
承

応
三
年
版
本
で
は
「
挿
絵
」
は
表
と
裏
、
つ
ま
り
一
枚
の
版
で
摺

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
文
字
部
分
の
通
し
の
紙
数
表
記
と
は
別
の

紙
数
表
示
で
あ
り
、
挿
絵
を
除
い
て
も
文
字
部
分
の
紙
数
表
示
に

は
ま
っ
た
く
影
響
が
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
素
人
目
の
範
囲

で
あ
る
が
、
挿
絵
の
版
木
を
除
い
た
、
文
字
の
み
の
版
木
だ
け
を

摺
っ
た
も
の
が
、
私
蔵
の
本
に
あ
た
る
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

承
応
三
年
版
本
の
巻
九
の
第
二
〇
紙
の
裏
面
に
は
、「
承
応
三

〈
甲
午
〉
孟
春
仲
旬
／
中
村
五
兵
衛
開
板
」
と
の
刊
記
が
あ
る
が
、

私
蔵
本
に
は
そ
の
部
分
は
な
い
。
こ
れ
と
冊
数
の
相
違
が
目
立
っ

た
相
違
で
あ
る
。
私
蔵
本
と
承
応
三
年
版
本
と
の
関
係
は
、
こ
の
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程
度
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
が
、
無
刊
記
の
私
蔵
本
（
繰
り
返
す

が
承
応
三
年
版
本
と
同
一
文
章
）
の
巻
八
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
斉
藤

道
三
と
義
龍
を
め
ぐ
る
物
語
を
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
古
活
字
版
本
、

慶
応
義
塾
大
学
所
蔵
の
太
田
牛
一
自
筆
本
の
『
大
か
う
さ
ま
く
ん

き
の
う
ち
』
と
対
比
し
、
私
蔵
本
は
い
か
に
杜
撰
な
編
集
を
行

な
っ
て
い
る
か
を
具
体
的
に
見
る
こ
と
に
あ
る
。
か
か
る
編
集
、

つ
ま
り
物
語
の
継
承
の
間
に
生
ず
る
変
形
に
つ
い
て
も
、
少
し
考

え
て
み
た
い
。

一
『
天
正
記
』
と
『
天
正
軍
記
』

上
に
引
用
し
た
『
国
書
総
目
録
』
の
部
分
に
は
、『
天
正
記
』
の

著
者
は
太
田
牛
一
で
あ
る
と
あ
る
。
近
世
初
期
の
軍
記
に
関
心
の

あ
る
人
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
天
正
記
』
の
著
者

は
太
田
牛
一
で
は
な
く
、
大
村
由
己
で
あ
る
。『
天
正
記
』
の
大

村
由
己
の
原
著
と
、
私
蔵
本
『〈
太
閤
記
拾
遺
〉
天
正
軍
記
』
の
関

係
は
、
少
々
わ
か
り
に
く
い
。

私
蔵
本
の
外
題
は
「〈
太
閤
記
／
拾
遺
〉
天
正
軍
記
」
で
あ
る
。

内
題
は
「
天
正
記
巻
第
一
目
録
」
な
ど
と
あ
り
、「
天
正
記
」
で
あ

る
。
私
蔵
本
の
全
九
巻
の
す
べ
て
の
巻
頭
と
巻
末
に
「
天
正
記
」

と
あ
る
。
そ
の
第
九
巻
の
巻
末
は
、
大
尾
の
部
分
に
「
天
正
十
五

年
三
月
十
三
日
／
太
田
和
泉
守
記
之
／
天
正
記
巻
九
終
」
と
あ
り
、

し
た
が
っ
て
全
九
巻
の
「
天
正
記
」
が
「
太
田
和
泉
守
」
す
な
わ

ち
太
田
牛
一
の
著
書
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
が
『
国
書
総

目
録
』
に
『
天
正
記
』
の
著
者
が
太
田
牛
一
と
し
る
さ
れ
た
原
因

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
著
者
が
太
田
牛
一
で
な
い
こ
と
は
、
桑
田

忠
親
に
詳
し
い
研
究
が
あ
る
。

桑
田
忠
親
の
研
究
は
、『
豊
太
閤
伝
説
物
語
の
研
究
』
と
し
て

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
五
月
に
中
文
館
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。
発
行
部
数
は
八
五
〇
部
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
一
九

六
五
年
一
二
月
に
徳
間
書
店
か
ら
、『
豊
太
閤
伝
説
物
語
の
研
究
』

を
「
徹
底
的
に
訂
正
増
補
し
、
漢
字
や
仮
名
づ
か
い
も
、
文
章
も
、

で
き
る
だ
け
今
日
ふ
う
に
改
め
、『
太
閤
記
の
研
究
』
と
改
題
し

て
、
新
刊
す
る
こ
と
に
し
た
」（
桑
田
忠
親
『
太
閤
記
の
研
究
』
二
三

八
頁
「
あ
と
が
き
」）
と
し
て
、
改
訂
版
が
改
名
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

以
下
、
桑
田
の
『
太
閤
記
の
研
究
』
に
よ
り
、『
天
正
記
』
と

『
天
正
軍
記
』
を
紹
介
し
た
い
。

大
村
由
己
の
『
天
正
記
』
は
、
次
掲
の
よ
う
に
本
来
は
一
二
編

か
ら
な
る
。

①
播
磨
別
所
記

②
惟
任
謀
反
記



③
柴
田
合
戦
記

④
関
白
任
官
記

Ｘ
⑤
金
賦
（
か
ね
く
ば
り
）
之
記

Ｘ
⑥
大
御
所
御
煩
平
癒
記

Ｘ
⑦
若
君
（
わ
か
ぎ
み
）
御
誕
生
之
記

Ｘ
⑧
西
国
征
伐
記

⑨
聚
楽
行
幸
記

⑩
紀
州
御
発
向
記

⑪
四
国
御
発
向
并
北
国
御
動
座
記

⑫
小
田
原
御
陣

こ
の
一
二
編
の
う
ち
現
在
に
伝
わ
ら
な
い
の
は
、
番
号
に
Ｘ
を

つ
け
た
四
編
で
あ
る
。
以
外
の
八
編
に
つ
い
て
は
現
伝
す
る
が
、

大
村
由
己
の
自
筆
原
本
と
し
て
伝
わ
る
の
は
⑨
の
み
で
あ
り
、
他

は
写
本
と
し
て
伝
わ
る
。
そ
れ
ら
の
写
本
は
、
ほ
と
ん
ど
原
本
の

ま
ま
と
認
め
ら
れ
る
と
桑
田
は
い
う
。

要
す
る
に
、「
天
正
記
」
は
、
秀
吉
の
御
伽
衆
梅
庵
大
村
由

己
が
、
秀
吉
の
在
世
中
、
そ
の
命
令
に
よ
つ
て
、
著
述
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
数
多
い
太
閤
伝
記
の
中
で
、
初
見
の
も
の

で
あ
り
、
題
名
だ
け
伝
わ
る
も
の
を
も
含
め
れ
ば
、
十
二
巻

だ
け
が
、
今
に
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
秀
吉
の
公
私
の
生

活
、
及
び
功
業
を
世
に
宣
伝
す
る
目
的
の
も
と
に
、
真
名
の

美
文
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
机
上
の
読
み
物
た
る
に
止
ま
ら

ず
、
御
伽
の
席
な
ど
で
朗
読
さ
せ
た
も
の
ら
し
く
、
そ
こ
に
、

他
書
に
見
ら
れ
ぬ
特
異
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
真
名
文
体
の
、
通
俗
味
に
乏
し
い
読
み
本
「
天
正
記
」

は
、
そ
の
史
的
価
値
の
高
き
に
拘
ら
ず
、
事
実
、
小
瀬
甫
庵

の
「
太
閤
記
」
に
比
べ
て
、
著
し
い
流
布
も
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
太
閤
関
係
の
史
書
、
も
し
く
は
、

読
み
本
が
、
徳
川
幕
府
の
政
策
的
圧
迫
を
蒙
っ
た
事
実
は
、

一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
「
天
正

記
」
が
、
そ
の
内
容
の
優
秀
さ
に
拘
ら
ず
、
広
く
流
布
を
遂

げ
得
な
か
っ
た
の
は
、
原
本
の
文
章
が
や
や
難
解
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
和
訳
し
て
、「
版
本
天
正
記
」
と
し
て
版
刻
し
た
際

に
も
、
正
し
く
元
の
姿
を
伝
え
得
な
か
っ
た
た
め
と
、
思
わ

れ
る
。（
桑
田
忠
親
『
太
閤
記
の
研
究
』
八
一
・
八
二
頁
）

こ
こ
に
桑
田
が
「
版
本
天
正
記
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
内
閣

文
庫
所
蔵
の
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
二
四
年
）
の
古
活
字
版
（
桑

田
は
こ
の
古
活
字
版
本
は
、
慶
長
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
が
、
元
和
を

下
ら
な
い
と
す
る
）
と
、
同
所
蔵
の
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
版
の
両

方
の
本
で
あ
る
。
私
蔵
本
な
ど
刊
行
年
不
明
の
も
の
に
つ
い
て
の

言
及
は
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
私
蔵
本
は
承
応
三
年
版
本
か
ら

挿
絵
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
内
閣
文
庫
の
古
活
字
版
本
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と
の
全
体
に
わ
た
る
詳
細
な
比
較
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
が
、
内

閣
文
庫
の
古
活
字
版
本
に
は
か
な
り
の
乱
丁
と
、
後
述
の
よ
う
に

巻
四
の
欠
落
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
古
活
字
本
の
基
本
的
な
内
容

は
、
承
応
三
年
版
本
・
私
蔵
本
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
（
も

ち
ろ
ん
巻
四
を
除
く
）。

古
活
字
本
（
以
下
、
本
稿
で
は
特
に
断
ら
な
い
場
合
、「
古
活
字
本
」

と
記
す
の
は
内
閣
文
庫
所
蔵
の
慶
長
元
和
古
活
字
版
本
を
指
す
）
は
全

九
巻
で
、
そ
れ
を
『
天
正
記

上
』
な
ら
び
に
同
『
中
』、『
下
』

の
三
冊
に
分
け
、
上
冊
に
は
巻
一
～
三
、
中
冊
に
は
巻
四
～
六
、

下
冊
に
は
巻
七
～
九
を
収
め
る
が
、
内
閣
文
庫
の
中
冊
は
巻
四
の

目
録
（
目
次
）
の
み
を
記
し
、
本
文
が
欠
け
て
い
る
。
同
本
の
巻

四
の
目
録
の
裏
に
は
、
国
学
者
小
杉
榲
邨
（
一
八
三
五
年
生
・
一
九

一
〇
年
没
）
の
「
椙
邨
云
、
本
書
四
ノ
巻
、
コ
ノ
目
録
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、

本
文
ヲ
闕
ク
」
と
い
う
朱
筆
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

桑
田
の
前
引
の
部
分
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
古
活
字
本
も
、
承

応
三
年
版
本
・
私
蔵
本
も
、
大
村
由
己
の
『
天
正
記
』
を
か
な
り

ひ
ど
く
改
竄
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
古
活
字
本
の
巻
二
の
跋

部
分
は
、
本
文
の
最
後
か
ら
数
字
空
け
て
、「
天
正
記
第
二
終
／

于
時
天
正
十
一
年
十
一
月
吉
日
〔
数
字
分
空
き
〕
由
己
謹
誌
之
」

と
あ
る
。
由
己
の
名
前
が
見
え
る
の
は
こ
の
巻
二
の
み
で
、
他
に

は
な
い
。
ま
た
、
古
活
字
本
の
巻
九
の
跋
部
分
は
、「
大
田
い
つ

み
の
守
〔
数
字
分
空
き
〕
誌
之
／
慶
長
十
五
年
三
月
十
三
日
／
天

正
記
第
九
終
」
と
三
行
に
記
さ
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、『
天
正
記
』
は
大
村
由
己
の
著
述
に
な
る

も
の
で
あ
り
、
古
活
字
本
、
承
応
三
年
版
本
・
私
蔵
本
の
第
六
巻

ま
で
は
、
大
村
由
己
の
『
天
正
記
』
を
手
ひ
ど
く
再
編
集
し
た
も

の
で
あ
る
。
次
に
同
本
の
第
七
・
八
・
九
巻
で
あ
る
が
、
桑
田
に

「
版
本
天
正
記
」
の
こ
れ
ら
の
巻
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
見
て
お
き
た
い
。

第
七
巻
は
、
前
関
白
秀
吉
公
御
検
地
帳
の
目
録
・
朝
鮮
国

御
進
発
の
人
数
積
り
・
肥
前
国
名
護
屋
御
在
陣
の
衆
と
題
す

る
三
種
の
古
記
録
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
三
種
の
記
録
は
、

一
見
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
を
有
す
る
も
の
の
如
く
見
ら
れ
る

が
、
じ
つ
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
原
形
は
太
田
牛
一
の
「
大

か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
」
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
巻

は
、
由
己
の
著
作
で
は
な
く
、
太
田
牛
一
の
記
録
の
書
き
直

し
と
、
思
わ
れ
る
。

第
八
・
九
の
二
巻
も
、
太
田
牛
一
の
「
太
閤
軍
記
」
の
書

き
直
し
で
あ
る
。（
桑
田
忠
親
『
前
掲
書
』
七
九
頁
）

つ
ま
り
第
七
～
九
巻
は
、
太
田
牛
一
の
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き

の
う
ち
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
九

の
跋
部
分
は
、「「
大
田
い
つ
み
の
守
〔
数
字
分
空
き
〕
誌
之
／
慶



長
十
五
年
三
月
十
三
日
／
天
正
記
第
九
終
」（
古
活
字
本
）、「
慶
長

十
五
年
三
月
十
三
日
／
天
正
記
巻
九
終
〔
か
な
り
の
空
白
あ
り
〕

太
田
和
泉
守
記
之
」（
承
応
三
年
版
本
、
私
蔵
本
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
『
天
正
記
』
の
全
体
に
対
す
る
記
述
と
解
さ
れ
て
、
前
述

の
よ
う
に
『
天
正
記
』
の
筆
者
が
太
田
牛
一
と
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
検
討
の
対
象
に
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
斉
藤
道
三
と
義

龍
の
物
語
は
、
第
八
巻
に
所
収
さ
れ
た
部
分
に
あ
る
。
つ
ま
り
当

該
部
分
は
、『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
に
対
応
部
分
を
持

つ
の
で
、
同
書
に
つ
い
て
も
調
べ
て
お
き
た
い
。

二
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
に
つ
い
て

『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
に
つ
い
て
も
、『
国
書
総
目

録
』
第
三
巻
の
記
述
、
三
八
四
頁
を
見
て
お
こ
う
。

大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
〈
た
い
こ
う
さ
ま
ぐ
ん
き
の
う

ち
〉
一
冊

○類
伝
記

○著
太
田
牛
一

○成
慶
長
年
間

○写

慶
大
（
自
筆
、
重
美
）・
東
大
史
料
（
慶
大
蔵
本
写
）・
東
北
大

○活
戦
国
時
代
叢
書
太
閤
史
料
集

「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
」
は
、
太
田
牛
一
の
自
筆
本
が

現
存
し
、
慶
応
義
塾
大
学
に
所
蔵
さ
れ
、
重
要
美
術
品
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
東
大
の
史
料
編
纂
所
に
は
慶
応
義
塾
大
学
の
も
の
の

写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
活
字
本
に
は
、
桑
田
忠
親
『
太
閤
史

料
集
』（
戦
国
時
代
叢
書
一
）（
一
九
六
五
年
二
月
・
新
人
物
往
来
社
）
が

あ
る
、
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

桑
田
の
『
太
閤
史
料
集
』
に
は
、
大
村
由
己
『
天
正
記
』（
現
存

す
る
八
編
の
す
べ
て
）
と
、
太
田
牛
一
『
太
閤
さ
ま
軍
記
の
う
ち
』

（「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
」
と
同
じ
も
の
で
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
本
に
基
づ
い
て
、
桑
田
が
漢
字
混
じ
り
文
に
直
し
た
も
の
）、『
川
角

太
閤
記
』
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
慶
応
義
塾
大
学
所
蔵
の
太
田
牛
一
の
「
自
筆
本
」
は
、

影
印
本
と
そ
れ
を
活
字
に
し
た
「
翻
字
編
」
が
、「
斯
道
文
庫
古
典

叢
刊
之
三
」
と
し
て
、
一
九
七
五
年
二
月
に
汲
古
書
院
か
ら
刊
行

さ
れ
て
い
る
。「
翻
字
編
」
に
は
大
沼
晴
暉
執
筆
の
「
解
題
」
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
」
に
つ
い

て
見
て
お
き
た
い
。

表
紙
は
縦
二
四
セ
ン
チ
、
横
一
七
。
五
セ
ン
チ
、
中
央
に
太
田

牛
一
の
自
筆
で
「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち

大
た
い
つ
み

記
」
と
題
書
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
巻
頭
に
は
下
端
に
「
大
た
い

つ
み
こ
れ
を
つ
ゞ
る
」
と
あ
る
。
一
行
を
隔
て
て
本
文
が
は
じ
ま

り
、
半
葉
つ
ま
り
半
分
に
折
っ
た
状
態
で
の
一
頁
に
六
行
、
一
行

の
字
数
は
一
七
、
八
字
で
あ
る
。
文
字
は
老
筆
で
や
や
震
え
は
あ

─ 6─
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る
も
の
の
、
終
始
乱
れ
ず
謹
書
さ
れ
て
お
り
、
さ
る
方
の
も
と
に
、

清
書
し
て
奉
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
国
書
総
目
録
』
に
「
重
美
」
つ
ま
り
重
要
美
術
品
で
あ
る
と
あ

る
が
、
一
九
三
五
年
五
月
に
指
定
を
受
け
た
と
い
う
。
さ
ら
に
一

九
七
四
年
五
月
に
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
」
と
い
う
書
名
は
二
様
に
解
さ

れ
、
一
は
こ
れ
か
ら
書
こ
う
と
す
る
「
太
閤
軍
記
」
と
い
う
作
の

未
完
の
一
部
、
他
の
一
は
「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
」
と
い
う
す
で

に
完
成
し
た
書
物
の
抜
粋
本
と
し
て
で
あ
る
。
桑
田
忠
親
は
「
大

か
う
さ
ま
く
ん
き
」
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
と
、
大
沼
晴
暉
は

指
摘
す
る
。

桑
田
は
、
太
田
牛
一
著
の
『
太
閤
軍
記
』
が
存
在
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
い
、
さ
ら
に
そ
れ
は
「
太
閤
記
」
と
も
呼
ば
れ
た
と

す
る
。
桑
田
は
、「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
」
は
慶
長
八
（
一

六
〇
三
）
年
こ
ろ
の
段
階
で
の
『
太
閤
軍
記
』
の
未
定
稿
に
あ
た

り
、
慶
長
一
七
年
に
近
い
頃
に
は
『
太
閤
軍
記
』
が
完
成
し
た
が
、

ま
っ
た
く
散
逸
し
て
現
在
そ
の
全
貌
は
う
か
が
う
術
が
な
い
と
す

る
（
桑
田
忠
親
『
太
閤
記
の
研
究
』
九
六
～
九
八
頁
な
ど
）。

こ
の
桑
田
説
に
対
し
大
沼
は
、「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
」

は
、
今
上
後
陽
成
天
皇
の
盛
徳
を
た
た
え
、
中
間
に
天
道
恐
る
べ

き
と
い
う
非
道
の
例
を
記
し
、
太
閤
の
最
も
華
や
か
な
醍
醐
の
花

見
で
終
わ
る
と
い
う
構
成
を
持
ち
、
一
つ
の
完
成
し
た
作
品
の
結

構
で
あ
る
と
す
る
。
牛
一
が
作
品
を
自
己
の
日
記
や
備
忘
録
か
ら

作
り
出
す
こ
と
か
ら
も
、
秀
吉
の
事
績
に
つ
い
て
「
大
か
う
さ
ま

く
ん
き
の
う
ち
」
以
外
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
記
述
を
加
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
も
い
う
。
以
上
の
点
か
ら
し
て
、

桑
田
の
あ
げ
た
史
料
の
「
太
閤
軍
記
」
や
「
太
閤
記
」
は
、「
大
か

う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
」
の
別
名
で
あ
る
と
す
る
。

太
田
牛
一
に
『
信
長
公
記
』
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
小
瀬
甫

庵
が
『
信
長
記
』
を
書
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
太
田

牛
一
の
『
信
長
公
記
』
は
全
一
六
巻
と
い
う
大
部
な
も
の
で
あ
り
、

小
瀬
甫
庵
の
『
信
長
記
』
は
序
に
相
当
す
る
「
起
」
に
、
太
田
牛

一
の
も
の
に
重
撰
を
加
え
た
と
す
る
。
加
え
て
さ
ら
に
各
巻
の
巻

頭
に
「
太
田
和
泉
守
牛
一
輯
録
／
小
瀬
甫
庵
道
喜
居
士
重
撰
」
と

明
記
す
る
。
こ
れ
に
対
し
小
瀬
甫
庵
の
『
太
閤
記
』
は
「
凡
例
」

に
「
此
書
、
太
田
和
泉
守
記
し
け
る
を
便
と
す
」
と
は
す
る
も
の

の
、
各
巻
に
は
「
小
瀬
甫
庵
輯
録
」
と
の
み
記
し
て
、
太
田
牛
一

に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
牛
一
の
『
太
閤
記
』
あ
る
い
は
『
太

閤
軍
記
』
は
、
た
と
え
存
在
す
る
に
し
て
も
さ
ほ
ど
大
部
の
も
の

で
は
な
く
、
ま
た
牛
一
の
『
信
長
公
記
』
ほ
ど
に
は
小
瀬
甫
庵
に

材
料
を
提
供
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
お

そ
ら
く
は
大
沼
説
の
い
う
よ
う
に
、「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う



ち
」
は
そ
れ
で
完
成
し
た
一
本
で
あ
り
、『
太
閤
軍
記
』
の
未
定
稿

と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
妥
当
で
あ
る
。

な
お
、「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
」
は
、
本
来
は
目
録
を
持

た
な
い
が
、「
翻
字
編
」
に
は
大
沼
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
、
各
部
分

の
主
題
を
ま
と
め
た
目
次
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
桑
田
忠
親

『
太
閤
史
料
集
』
所
収
の
「
太
閤
さ
ま
軍
記
の
う
ち
」
に
も
、
桑
田

に
よ
る
目
次
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う

ち
」
の
詳
細
な
内
容
は
、
そ
れ
ら
目
次
に
示
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
そ
れ
ほ
ど
詳
細
な
紹
介
は
必
要
が
な
い
の
で
、
桑
田
に
よ
る

『
太
閤
記
の
研
究
』
九
九
・
一
〇
〇
頁
に
あ
る
「
要
目
」
を
、
さ
ら

に
簡
単
に
す
る
形
で
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

後
陽
成
天
皇
の
御
聖
徳
／
秀
吉
の
治
績
の
礼
賛
／
文
禄
四
年

秀
次
の
最
後
／
三
好
実
休
の
最
期
／
松
永
久
秀
の
最
期
／
子

の
義
龍
に
よ
る
斉
藤
道
三
の
殺
害
／
明
智
光
秀
の
謀
反
と
山

崎
合
戦
／
賎
ヶ
岳
合
戦
、
神
戸
信
孝
の
自
殺
／
小
田
原
合
戦
、

会
津
動
座
、
知
行
割
／
天
正
一
九
年
の
鷹
狩
／
秀
次
の
関
白

任
命
／
天
正
二
〇
年
聚
楽
第
行
幸
／
朝
鮮
侵
攻
／
大
政
所
の

死
去
／
伏
見
築
城
／
拾
丸
（
秀
頼
）
の
誕
生
／
慶
長
三
年
醍

醐
の
花
見

大
村
由
己
の
『
天
正
記
』
に
は
文
禄
（
一
五
九
二
～
九
六
年
）
以

前
の
記
事
が
全
般
を
占
め
る
が
、『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』

は
文
禄
年
間
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
記
事
が
多
い
と
桑
田
は
い
う
。

『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
が
三
好
実
休
、
斉
藤
道
三
、
明
智

光
秀
、
神
戸
信
孝
（
信
長
の
子
）
に
言
及
す
る
の
は
、
関
白
秀
次
の

最
期
を
因
果
応
報
で
説
く
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
は
太
田
牛

一
の
自
筆
本
が
残
る
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
が
基

本
的
な
根
本
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
を
書
き
改
め
て
版
本
と
し
た
も

の
が
、
古
活
字
本
な
ら
び
に
承
応
三
年
版
本
、
そ
れ
と
同
じ
版
木

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
刊
行
年
不
明
の
私
蔵
本
の
対
応
部
分
で
あ
る
。

次
に
『
天
正
（
軍
）
記
』
巻
八
に
所
収
さ
れ
た
斉
藤
道
三
と
義

龍
の
物
語
を
、
私
蔵
本
（
つ
ま
り
は
そ
れ
と
同
文
の
内
閣
文
庫
の
承
応

三
年
版
本
）
と
、
内
閣
文
庫
の
古
活
字
本
な
ら
び
に
根
本
史
料
で

あ
る
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
と
を
対
照
し
、
考
察
を
加

え
る
作
業
に
移
り
た
い
。
ち
な
み
に
、
斉
藤
道
三
と
義
龍
の
物
語

は
、
別
に
太
田
牛
一
の
『
信
長
公
記
』、
小
瀬
甫
庵
の
『
信
長
記
』

に
も
部
分
的
で
は
あ
る
が
対
応
記
事
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で

一
部
に
触
れ
る
だ
け
で
省
略
し
た
。

三

斉
藤
道
三
と
義
龍
を
め
ぐ
る
物
語

『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
は
、
す
で
に
見
た
大
沼
晴
暉

─ 8─
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の
解
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
全
文
ほ
と
ん
ど
平
仮
名
書
き
で
、
本

を
読
む
読
者
を
想
定
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
物
読
み
を
聞
く
聴
衆

を
意
識
し
た
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
大
沼
は
、
当
時
の
口
語
や
俗
語

を
多
く
交
え
、
淡
々
と
実
用
文
風
に
説
き
す
す
め
、
い
っ
た
ん
高

潮
す
る
や
美
辞
麗
句
を
並
べ
、
聞
く
者
に
興
奮
と
嫋
々
た
る
余
韻

を
残
す
文
体
と
評
価
す
る
。
そ
の
ま
ま
の
活
字
化
で
は
、
現
在
の

私
な
ど
専
門
外
の
者
に
は
理
解
し
が
た
い
が
、
基
本
に
な
る
史
料

な
の
で
や
む
を
え
ず
影
印
本
か
ら
の
原
文
を
掲
出
し
た
。

〔
私
版
本
〕
は
私
蔵
『
天
正
軍
記
』
と
内
閣
文
庫
所
蔵
本
承
応
三

年
版
本
の
文
章
、〔
古
活
字
〕
は
内
閣
文
庫
本
慶
長
元
和
古
活
字

版
本
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、〔
大
か
う
〕
は
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き

の
う
ち
』
の
文
章
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
段
落
分
け
は
適

宜
筆
者
が
行
っ
た
。

ま
た
、
た
と
え
ば
、「
織
田
信
長
（
お
だ
〔
の
ぶ
な
が
〕）」
と
記
し

た
場
合
は
、（

）
の
「
お
だ
」
は
原
文
で
の
ル
ビ
で
、〔

〕
の

「
の
ぶ
な
が
」
は
筆
者
が
付
し
た
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま

た
（

）
内
以
外
の
〔

〕
は
筆
者
が
付
し
た
補
足
あ
る
い
は
注

記
な
ど
で
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
文
章
は
、
考
察
を
加
え
た
部
分

で
あ
る
。

Ａ〔
私
版
本
〕

一
、
美
濃
国
、
さ
い
た
う
〔
斉
藤
〕
山
城
（〔
や
ま
〕
し
ろ
）

道
三
は
、
元
来
（
く
は
ん
ら
い
）、
山
城
の
国
に
し
の
岡
（
を

か
）
ま
つ
な
み
〔
松
波
〕
と
申
て
〔
申
し
て
〕、
一
味
（〔
い

ち
〕
み
）
の
も
の
な
り
。
濃
州
（
じ
や
う
し
う
）
へ
ま
か
り
く

た
り
〔
罷
り
下
り
〕、
長
井
彦
左
衛
門
（〔
な
が
ゐ
〕
ひ
こ
〔
ざ

ゑ
も
ん
〕）
を
た
の
み
〔
頼
み
〕、
ほ
う
こ
う
〔
奉
公
〕
す
る
に
、

よ
り
き
を
も
〔
与
力
を
も
〕
つ
け
ら
れ
身
上
（
し
ん
し
や
う
）

な
り
た
ち
、
ほ
ど
な
く
〔
程
な
く
〕、
し
う
〔
主
〕
の
く
ひ

〔
首
〕
を
き
り
、
長
井
新
九
郎
（〔
な
が
ゐ
〕
し
ん
〔
く
ろ
う
〕）

と
な
の
り
〔
名
乗
り
〕。
し
ん
る
い
の
者
（
も
の
）
ど
も
〔
親

類
の
者
ど
も
〕、
て
き
〔
敵
〕
と
な
り
、
と
り
あ
ひ
〔
取
り
合

ひ
〕
申
候
〔
申
し
候
〕。

此
〔
こ
こ
に
〕、
と
き
よ
り
は
る
〔
土
岐
よ
り
は
る
。
こ
の

人
名
は
未
詳
〕、
し
ろ
に
候
〔
城
に
候
〕。
新
九
郎
（
し
ん
〔
く

ろ
う
〕）、
た
の
み
〔
頼
み
〕
奉
り
候
の
と
こ
ろ
、
べ
ち
ぎ
〔
別

儀
〕
な
き
御
か
た
ん
〔
御
加
担
〕
の
ゆ
へ
〔
故
〕
も
つ
て
、

存
分
（
ぞ
ん
ぶ
ん
）
に
た
つ
し
〔
達
し
〕、
こ
こ
に
て
さ
い
た

う
〔
斉
藤
〕
山
城
道
三
と
な
の
り
〔
名
乗
り
〕。

と
き
〔
土
岐
〕
殿
御
子
、
次
郎
（
ぢ
ろ
う
）、
八
郎
ど
の

〔
殿
〕
と
て
、
御
き
や
う
だ
い
〔
兄
弟
〕
こ
れ
あ
り
。
か
た
じ

け
な
く
も
〔
忝
く
も
〕
次
郎
ど
の
〔
殿
〕
を
む
こ
〔
聟
〕
に



と
り
〔
取
り
〕、
ど
く
が
ひ
い
た
し
〔
毒
飼
ひ
い
た
し
〕、
こ

ろ
し
〔
殺
し
〕
奉
り
、
其
後
〔
そ
の
の
ち
〕、
又
、
八
郎
ど

の
を
〔
八
郎
殿
を
〕
む
こ
に
と
り
〔
聟
に
取
り
〕、
こ
れ
も
御

は
ら
め
さ
せ
〔
御
腹
召
さ
せ
〕、
を
の
を
の
〔
各
々
〕
ゐ

城
（
じ
や
う
）
を
〔
居
城
を
〕
の
り
と
る
〔
乗
り
取
る
〕
ゆ
へ

〔
故
〕、
な
に
も
の
か
〔
何
者
か
〕
い
ふ
や
ら
ん
。
落
書
（
ら

く
し
よ
）
に
い
は
く
〔
曰
く
〕、

し
う
〔
主
〕
を
き
り
〔
切
り
〕
む
こ
〔
聟
〕
を
こ
ろ
す

は

み
の
〔
美
濃
・
身
の
〕
お
は
り
〔
尾
張
・
終
は
り
〕

む
か
し
は
〔
昔
は
〕
お
さ
だ
〔
長
田
忠
致
・
景
致
父
子

か
計
略
で
源
義
朝
を
殺
害
〕
い
ま
は
〔
今
は
〕
山
し
ろ
。

七
ま
が
り
に
〔
七
曲
り
に
〕
た
て
を
く
〔
立
て
置
く
〕。

Ａ〔
古
活
字
〕

一

美
濃
国
斉
藤
山
城
道
三
は
、
元
来
山
し
ろ
の
国
西
の
岡

ま
つ
な
み
と
申
て
、
一
身
も
の
な
り
。
濃
州
へ
罷
下
、
長
井

彦
左
衛
門
を
た
の
み
ほ
う
こ
う
す
る
に
、
与
力
お
も
つ
け
ら

れ
、
身
上
な
り
立
、
ほ
と
な
く
し
う
の
く
ひ
お
き
り
、
な
か

井
新
九
郎
と
名
乗
、
同
名
し
ん
る
い
の
者
と
も
敵
と
な
り
、

と
り
相
申
候
。

此
時
、
土
き
よ
り
は
る
、
し
ろ
に
候
。
新
九
郎
、
奉
頼
候

乃
処
、
別
義
な
き
御
か
だ
ん
の
ゆ
へ
、
以
て
存
分
に
達
し
、

爰
に
て
斉
藤
山
城
道
三
と
名
乗
。
と
き
殿
御
こ
、
次
郎
八
郎

殿
と
て
御
き
や
う
た
い
こ
れ
あ
り
。
忝
も
次
郎
と
の
を
む
こ

に
と
り
、
か
ん
じ
申
が
、
と
く
が
い
い
た
し
、
こ
ろ
し
奉
り
、

其
後
、
又
、
八
ら
う
と
の
お
む
こ
に
と
り
、
こ
れ
も
御
腹
め

さ
せ
、
各
々
居
城
を
の
り
取
故
、
な
に
も
の
か
い
ふ
や
覧
、

洛
書
に
云
。
し
う
お
き
り

む
こ
を
こ
ろ
す
は
み
の
お
わ

り

む
か
し
は
お
さ
田
、
今
は
山
し
ろ

と
書
い
て
七
ま
か

り
に
た
て
置
。

Ａ〔
大
か
う
〕

一
、
み
の
の
く
に
、
さ
い
と
う
山
し
ろ
た
う
さ
ん
は
、
ぐ
わ

ん
ら
い
、
五
き
な
ひ
山
し
ろ
の
く
に
、
に
し
の
お
か
の
、
ま

つ
な
み
と
申
、
一
（
い
ち
）
ほ
く
の
も
の
也
。
み
の
の
く
に

へ
、
ま
か
り
く
た
り
、
な
か
井
と
う
さ
へ
も
ん
を
た
の
み
、

に
し
む
ら
を
な
の
り
、
ほ
う
こ
う
い
た
し
、
よ
り
き
を
も
つ

け
ら
れ
、
し
ん
上
（
せ
う
）
な
り
た
ち
、
ほ
と
な
く
し
う
の
く

び
を
き
り
、
な
か
井
し
ん
九
郎
と
な
の
る
。
と
う
さ
へ
も
ん

と
う
め
う
、
し
ん
る
い
の
も
の
と
も
、
や
し
ん
を
お
し
、
と

り
あ
ひ
な
か
は
に
候
。

此
と
き
、
と
き
の
よ
り
の
り
こ
う
、
大
く
わ
に
御
ざ
い
じ

─ 10─
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や
う
候
。
な
か
井
し
ん
九
郎
、
と
き
殿
へ
こ
ん
は
う
申
に
つ

ゐ
て
、
へ
ち
ち
や
う
な
く
、
御
か
た
ん
候
。
ゆ
へ
を
も
つ
て
、

ぞ
う
ぶ
ん
に
た
つ
し
、
こ
こ
に
て
さ
い
と
う
山
し
ろ
た
う
さ

ん
と
な
の
る
。

と
き
殿
御
そ
く
、
二
郎
殿
、
八
郎
殿
と
て
御
き
や
う
た
ひ
、

こ
れ
あ
り
。
か
た
し
け
な
く
も
、
二
郎
殿
を
む
こ
に
と
り
、

な
だ
め
申
、
ど
く
が
い
を
い
た
し
、
こ
ろ
し
た
て
ま
つ
り
。

そ
の
の
ち
、
又
、
御
し
や
て
い
八
郎
殿
を
む
こ
に
と
り
、
こ

れ
又
、
御
は
ら
め
さ
せ
、
大
く
わ
を
の
つ
と
り
候
き
。
こ
こ

に
て
、
な
に
も
の
の
し
わ
ざ
や
ら
ん
、
ら
く
し
よ
に
い
わ
く
、

し
う
を
き
り
、
む
こ
を
こ
ろ
す
は
、
み
の
、
を
は
り
、

む
か
し
は
、
お
さ
た
、
い
ま
は
、
山
し
ろ
。

と
、
か
い
て
、
七
ま
か
り
、
百
ま
か
り
に
、
た
て
を
き
さ
ふ

ら
い
し
。

〔
検
討
と
考
察
〕

〔
大
か
う
〕
は
、
も
っ
と
も
素
直
で
、
問
題
な
い
文
章
で
あ
る
。

〔
大
か
う
〕
の
「
一
ほ
く
の
も
の
」
は
「
一
僕
の
者
」
で
、
一
介

の
召
し
使
わ
れ
る
身
分
の
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
が
〔
古

活
字
〕
で
「
一
身
も
の
」
に
な
る
が
、
身
一
つ
の
者
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
い
い
換
え
は
問
題
が
な
い
。
そ
れ
が
「
一

味
の
も
の
」
と
な
る
と
、
具
体
的
な
内
容
が
な
く
な
る
。
こ
れ
だ

け
を
読
め
ば
、「
一
味
」
の
上
に
何
も
の
か
が
欠
け
て
い
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
そ
れ
を
想
像
で
補
い
、
た
と
え
ば
『
盗
賊
』
を
補
う

と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
道
三
は
盗
賊
で
あ
っ
た
と
い
う
「
伝
説
」
が

生
じ
る
。
た
だ
し
、〔
私
版
本
〕
の
巻
八
の
一
八
葉
ウ
ラ
に
は
松

長
〔
松
永
〕
弾
正
の
物
語
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
弾
正
を
「
一
ほ
く

の
身
上
を
」
と
す
る
の
で
、
き
ち
ん
と
〔
大
か
う
〕
を
見
て
い
れ

ば
、「
一
味
の
も
の
」
に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

土
岐
氏
の
こ
の
時
点
の
当
主
は
土
岐
頼
芸
で
あ
り
、〔
大
か
う
〕

が
「
と
き
よ
り
の
り
」
と
す
る
の
は
正
確
で
あ
り
、「
大
く
わ
に
御

ざ
い
じ
や
う
候
〔
大
桑
に
御
在
城
候
〕」
も
正
し
い
。
そ
れ
が
〔
古

活
字
〕
で
「
よ
り
は
る
、
し
ろ
に
候
」
と
な
る
の
は
、
人
名
も
間

違
い
、
文
意
も
通
じ
な
い
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
〔
私
版
本
〕
に
引

き
継
が
れ
る
。
何
ら
か
の
補
足
を
し
な
け
れ
ば
、
話
が
通
じ
な
い
。

そ
こ
に
虚
構
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
が
伝
説
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

〔
大
か
う
〕
の
「
な
だ
め
申
〔
宥
め
申
し
〕」
は
、
機
嫌
を
良
く

さ
せ
て
程
度
の
意
味
で
あ
る
。
機
嫌
を
取
っ
た
上
で
毒
殺
し
た
の

で
あ
る
。〔
古
活
字
〕
で
は
、「
か
ん
じ
申
す
が
」
に
な
り
、「
か
ん

じ
」
は
「
か
う
じ
」
で
、
罪
を
責
め
て
と
い
う
意
味
に
な
る
。「
宥

め
」
を
罪
を
ゆ
る
や
か
に
す
る
と
い
う
意
味
と
見
れ
ば
、
罪
が

あ
っ
た
の
で
と
い
う
意
味
で
「
か
ん
じ
〔
勘
じ
〕」
を
使
っ
た
の
で



あ
ろ
う
。
そ
れ
が
〔
私
版
本
〕
で
は
、
そ
の
事
情
を
理
解
で
き
ず
、

そ
の
た
め
「
か
ん
じ
申
が
」
の
文
言
自
体
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ

う
。〔
古
活
字
〕
で
は
い
っ
た
ん
伝
説
化
す
る
素
地
が
あ
っ
た
も

の
が
、〔
私
版
本
〕
で
は
素
地
自
体
を
消
し
去
っ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
も
〔
私
版
本
〕
の
巻
八
の
一
八
葉
オ
モ
テ
の
「
み
よ
し
し
つ

き
う
〔
三
好
実
休
〕」
の
話
に
、「
む
こ
に
と
り
、
な
だ
め
申
候
」

と
あ
っ
て
、〔
大
か
う
〕
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か

ろ
う
。
あ
る
い
は
逆
に
、
こ
う
し
た
先
行
部
分
に
「
一
ほ
く
」
や

「
な
だ
め
」
が
出
て
く
る
の
で
、
そ
れ
と
の
重
複
を
避
け
よ
う
と

し
て
、
か
え
っ
て
お
か
し
な
表
現
を
採
用
す
る
に
い
た
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
い
わ
ば
不
必
要
な
こ
う
し
た
書
き
換
え
が
、
伝
説

を
生
む
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

〔
大
か
う
〕
の
「
大
く
わ
を
の
つ
と
り
候
き
〔
大
桑
を
乗
つ
取
り

候
ひ
き
〕」
は
、
土
岐
頼
芸
か
ら
居
城
の
大
桑
城
が
、
二
郎
へ
、
さ

ら
に
八
郎
へ
相
続
さ
れ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
か
ら
、
二

人
を
殺
し
て
大
桑
城
を
道
三
が
乗
っ
取
っ
た
こ
と
も
容
易
に
理
解

で
き
る
。〔
古
活
字
〕
や
〔
私
版
本
〕
は
、
土
岐
「
よ
り
は
る
、

し
ろ
に
候
」
と
し
た
の
で
、
大
桑
城
の
存
在
が
消
さ
れ
て
し
ま
い
、

そ
の
た
め
に
二
郎
と
八
郎
の
二
人
を
殺
し
て
乗
っ
取
れ
る
城
は
、

「
各
々
居
城
」
し
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
こ
の
「
居
城
」
か

は
説
明
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
も
想
像
で
城
の
名
を
加
え
る
余
地
が

残
さ
れ
、
そ
れ
が
伝
説
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

〔
大
か
う
〕
の
「
七
ま
か
り
、
百
ま
か
り
に
、
た
て
を
き
さ
ふ
ら

い
し
〔
七
曲
り
、
百
曲
り
に
、
立
て
置
き
候
ひ
し
〕」
が
、
他
の
二

書
で
は
「
七
曲
り
に
」
だ
け
と
な
る
。〔
大
か
う
〕
で
は
、
道
の
曲

り
ご
と
に
と
い
う
漠
然
と
し
た
表
現
が
、「
七
曲
り
」
の
み
に
な

る
と
、「
七
曲
り
」
は
特
定
の
場
所
を
示
す
地
名
と
考
え
ら
れ
な

く
も
な
い
。
こ
れ
も
一
種
の
伝
説
化
の
過
程
で
あ
る
。

Ｂ〔
私
版
本
〕

さ
る
ほ
ど
に
、
一
男
（〔
い
ち
〕
な
ん
）
新
九
郎
、
二
男
孫
四

郎
（
ま
ご
〔
し
ろ
う
〕）、
三
男
喜
平
次
（
き
へ
い
ぢ
）、
三
人
こ

れ
あ
り
。
そ
う
べ
つ
〔
総
別
〕、
人
の
そ
う
り
や
う
〔
惣
領
〕

た
る
も
の
は
、
す
こ
し
〔
少
し
〕
こ
こ
ろ
〔
心
〕、
ゆ
ふ
ゆ
ふ

と
し
て
〔
悠
々
と
し
て
〕、
を
ん
と
う
な
る
物
〔
穏
当
な
る

者
〕
な
り
。
た
う
ざ
ん
は
〔
道
三
は
〕、
ち
ゑ
の
か
が
み
も

〔
知
恵
の
鑑
も
〕
く
も
り
〔
曇
り
〕、
そ
う
り
や
う
は
〔
惣
領

は
〕
ほ
れ
物
と
〔
呆
れ
者
と
〕
こ
こ
ろ
へ
〔
心
得
へ
〕、
弟

（
た
い
）
二
人
を
、
こ
ざ
か
し
く
〔
小
賢
し
く
〕
り
こ
う
の
も

の
〔
利
口
の
者
〕
か
な
と
、
そ
う
き
や
う
し
て
〔
崇
敬
し
て
〕、

三
な
ん
〔
三
男
〕
喜
平
次
を
、
い
つ
し
き
右
兵
衛
（
う
〔
ひ
や

う
ゑ
〕）
の
す
け
に
〔
一
色
右
兵
衛
佐
に
〕
な
し
、
則
〔
則
ち
〕
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─ 13─

官
を
す
す
め
ら
れ
〔
進
め
ら
れ
〕。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
お
と

と
と
も
〔
弟
ど
も
〕
か
つ
に
の
り
て
〔
勝
に
乗
り
て
〕、
そ
う

り
や
う
を
〔
惣
領
を
〕
な
い
か
し
ら
に
〔
蔑
ら
に
〕
も
て
あ

つ
か
ひ
〔
持
て
扱
ひ
〕
候
あ
ひ
だ
〔
候
間
〕、
む
ね
ん
に
ぞ
ん

し
〔
無
念
に
存
じ
〕、
十
月
十
三
日
よ
り
、
さ
く
び
や
う
を
か

ま
へ
〔
作
病
を
構
へ
〕
ひ
き
い
り
〔
引
き
入
り
〕、
へ
い
ぐ
わ

い
に
〔
平
懐
に
〕
候
ひ
し
。
父
子
四
人
な
が
さ
れ
、
い
な
ば

山
〔
稲
葉
山
〕
に
き
よ
城
（
じ
や
う
）〔
居
城
〕
な
り
。

十
一
月
廿
二
日
、
山
城
道
三
、
山
下
へ
く
た
ら
れ
〔
山
下

に
下
ら
れ
〕。
こ
こ
に
て
、
を
ぢ
の
〔
伯
父
の
〕
長
井
隼
人

（
な
が
ゐ
は
や
と
）
の
す
け
と
〔
長
井
隼
人
佐
と
〕
申
合
〔
申

し
合
は
せ
〕、
じ
び
や
う
〔
自
病
〕、
時
を
ま
つ
〔
待
つ
〕
事

な
し
。
二
人
弟
に
〔
二
人
の
弟
に
〕
た
い
め
ん
し
〔
対
面
し
〕、

一
言
（
い
ち
こ
ん
）
申
た
き
〔
申
し
た
き
〕
事
候
、
入
来
（
じ

ゆ
た
い
）
候
へ
か
し
と
、
長
井
を
も
つ
て
申
を
く
り
〔
申
し

送
り
〕、
よ
く
よ
く
し
〔
能
々
し
〕
た
く
み
を
〔
巧
み
を
〕
め

ぐ
ら
し
〔
廻
ら
し
〕、
御
き
や
う
だ
い
〔
御
兄
弟
〕、
こ
の
時

な
り
と
て
、
御
み
ま
ひ
〔
御
見
舞
ひ
〕
も
つ
と
も
と
て
〔
尤

も
と
て
〕。
則
（
す
な
は
ち
）
同
心
（
だ
う
し
ん
）
に
、
新
九
郎

や
ど
へ
〔
新
九
郎
宿
へ
〕
二
人
な
が
ら
ま
か
り
き
た
る
な
り

〔
罷
り
来
た
る
な
り
〕。
長
井
は
、
つ
ぎ
の
ま
に
〔
次
の
間

に
〕
刀
を
を
く
〔
刀
を
置
く
〕。
き
や
う
だ
い
〔
兄
弟
〕、
是

〔
こ
れ
〕
を
み
て
、
わ
ざ
と
〔
態
と
〕
さ
か
づ
き
を
〔
盃
を
〕

と
つ
て
〔
取
つ
て
〕、
ふ
る
ま
ひ
を
い
だ
し
〔
振
る
舞
ひ
を
出

し
〕、
そ
の
時
、
ひ
ね
の
備
中
〔
日
根
野
備
中
〕、
め
い
よ
の

〔
名
誉
の
〕
物
き
れ
〔
物
切
れ
〕、
か
た
な
の
作
〔
刀
の
作
〕、

て
ぼ
う
か
ね
つ
ね
を
〔
手
棒
兼
常
を
〕
ぬ
き
も
ち
〔
抜
き
持

ち
〕、
上
座
（
し
や
う
ざ
）
に
ゐ
る
孫
四
郎
（
ま
こ
〔
し
ろ
う
〕）

を
き
り
ふ
せ
〔
切
り
伏
せ
〕、
又
、
右
兵
衛
の
す
け
を
〔
右
兵

衛
佐
を
〕
き
り
こ
ろ
し
〔
切
り
殺
し
〕、
年
来
の
か
た
き
を
ち

う
し
〔
仇
を
誅
し
〕、
た
う
ざ
ん
が
た
へ
〔
道
三
方
へ
〕、
右

之
趣
（
み
ぎ
の
を
も
む
き
）
申
を
く
る
〔
申
し
送
る
〕
と
こ
ろ

に
、
て
ん
に
あ
ふ
く
〔
天
に
仰
く
〕
事
、
か
ぎ
り
な
し
〔
限

り
な
し
〕。

Ｂ〔
古
活
字
〕

山
城
、
或
は
う
し
の
こ
く
に
し
、
あ
る
は
き
ん
ぬ
に
す
へ

を
き
、
お
や
こ
き
や
う
た
い
に
ひ
を
た
か
せ
、
あ
ふ
り
こ
ろ

す
事
、
す
す
し
き
せ
い
は
い
也
。
さ
る
ほ
と
に
、
一
な
ん
新

九
郎
、
二
な
ん
孫
四
ら
う
、
三
な
ん
喜
平
次
、
三
人
こ
れ
あ

り
。
そ
ふ
へ
つ
、
人
の
そ
ふ
り
や
う
た
る
者
は
、
す
こ
し
心

が
ゆ
ふ
ゆ
ふ
と
し
て
、
を
ん
た
う
な
る
も
の
也
。
た
う
さ
ん



は
ち
ゑ
の
か
か
み
も
く
も
り
、
惣
り
や
う
は
ほ
れ
物
と
心
得
、

弟
二
人
を
こ
さ
か
し
く
利
こ
う
の
物
か
な
と
宗
き
や
う
し
て
、

三
な
ん
き
平
二
を
、
い
つ
し
き
右
兵
衛
介
に
な
し
、
則
、
官

お
す
す
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
弟
共
、
勝
に
の
り
、
を

ご
り
て
、
そ
う
り
や
う
を
な
い
か
し
ら
に
も
て
あ
つ
か
い
候

間
、
外
見
無
念
に
存
知
。
十
月
十
三
日
よ
り
作
病
を
か
ま
へ

引
入
、
へ
い
外
に
候
ひ
し
。
父
子
四
人
な
か
さ
れ
、
い
な
は

山
に
き
よ
城
な
り
。

十
一
月
廿
二
日
、
山
城
道
三
、
山
下
へ
く
た
ら
れ
、
爰
に

て
お
じ
の
長
井
隼
人
の
介
と
申
合
、
じ
ひ
や
う
、
時
を
ま
つ

事
な
し
。
二
人
弟
に
対
面
し
、
一
言
申
度
事
候
、
入
来
候
ら

へ
か
し
と
、
長
井
を
以
て
申
お
く
り
は
、
い
と
し
、
た
く
み

を
め
く
ら
し
、
御
き
や
う
た
ひ
、
此
時
な
り
と
て
、
御
見
ま

い
尤
と
て
、
則
、
同
心
に
、
新
九
郎
や
と
へ
二
人
な
か
ら
罷

来
る
な
り
。
長
伊
は
、
次
の
ま
に
刀
を
お
く
。
き
や
う
弟
、

是
お
見
て
、
熊
さ
か
つ
き
お
と
つ
て
、
ふ
る
ま
い
を
出
し
。

其
と
き
、
日
根
野
備
中
、
め
い
よ
の
も
の
き
れ
、
か
た
な
の

さ
く
、
て
ほ
う
か
ね
つ
ね
を
ぬ
き
も
ち
、
上
座
に
い
る
孫
四

郎
を
き
り
ふ
せ
、
又
、
右
兵
衛
介
を
き
り
こ
ろ
し
、
年
来
の

か
た
き
を
ち
う
し
〔
誅
し
〕、
た
う
三
方
へ
右
の
趣
申
お
く

る
所
に
、
天
に
あ
を
く
事
〔
天
に
仰
ぐ
こ
と
〕、
か
ぎ
り
な
し
。

Ｂ〔
大
か
う
〕

山
し
ろ
は
、
せ
う
く
わ
の
と
も
か
ら
を
も
、
あ
る
ひ
は
、
う

し
さ
き
に
し
、
あ
る
ひ
は
、
か
ま
を
す
ゑ
を
き
、
そ
の
、
お
や

こ
、
さ
い
し
、
き
や
う
だ
い
と
も
に
、
ひ
を
た
か
せ
、
人
を
、

い
り
こ
ろ
し
事
、
す
さ
ま
し
き
せ
い
は
ひ
也
。

さ
る
ほ
と
に
、
一
な
ん
し
ん
九
郎
、
二
な
ん
ま
こ
四
郎
、
三

な
ん
き
へ
い
じ
と
て
、
き
や
う
だ
ひ
三
人
、
こ
れ
あ
り
。
さ

う
べ
ち
人
の
そ
う
れ
う
た
る
も
の
は
、
か
な
ら
す
し
も
、
こ

こ
ろ
か
、
ゆ
ふ
ゆ
ふ
と
し
て
、
を
ん
と
う
な
る
物
に
候
。
だ

う
さ
ん
は
、
ち
ゑ
の
か
か
み
も
く
も
り
、
し
ん
九
郎
は
ほ
れ

も
の
と
は
か
り
こ
こ
ろ
へ
、
お
と
と
二
人
を
こ
さ
か
し
く
り

こ
う
の
も
の
か
な
と
、
さ
う
き
や
う
し
て
、
三
な
ん
き
へ
い

じ
を
、
一
し
き
（
い
つ
〔
し
き
〕）
ひ
ょ
う
ゑ
の
た
ゆ
ふ
に
な
し
、

ゐ
な
か
ら
く
わ
ん
を
す
す
め
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
お
と
と
も

か
つ
に
の
つ
て
お
ご
り
、
し
ん
九
郎
を
な
ひ
が
し
ろ
に
、
も

て
あ
つ
か
ひ
候
。
よ
そ
の
き
こ
え
、
む
ね
ん
に
そ
ん
し
、
十

月
十
三
日
よ
り
、
さ
く
び
や
う
を
か
ま
へ
、
お
く
へ
ひ
き
入
、

へ
い
ぐ
わ
さ
ふ
ら
い
し
。
山
し
ろ
ふ
し
四
人
と
も
に
、
い
な

は
山
に
ゐ
じ
や
う
也
。

十
一
月
廿
二
日
、
山
し
ろ
た
う
さ
ん
、
さ
ん
げ
の
し
た
く

へ
お
り
ら
れ
候
。
こ
こ
に
て
、
お
ぢ
に
て
候
な
か
井
は
や
と

─ 14─



─ 15─

の
す
け
と
、
だ
ん
こ
う
を
あ
ひ
き
は
め
、
ぢ
う
び
や
う
、
と
き

を
ま
つ
事
に
候
。
二
人
の
お
と
と
に
た
い
め
ん
候
て
、
一
（
い

ち
）
こ
ん
申
た
き
事
候
。
じ
ゆ
ら
い
候
へ
か
し
と
、
申
を
く
り

候
。
な
か
井
は
や
と
、
た
く
み
を
め
く
ら
し
、
御
き
や
う
だ

い
此
と
き
に
候
あ
ひ
た
、
御
み
ま
ひ
も
つ
と
も
と
申
候
と
こ

ろ
に
、
す
な
は
ち
、
と
う
し
ん
に
て
、
新
九
郎
（
し
ん
〔
く
ら

う
〕）
し
た
く
へ
、
二
人
な
か
ら
ま
か
り
き
た
る
也
。
な
か
井

は
や
と
、
つ
ぎ
の
ま
に
か
た
な
を
を
く
。
こ
れ
を
み
て
、
お

な
し
こ
と
く
、
つ
き
の
ま
に
か
た
な
を
く
。
さ
て
、
お
く
の

さ
し
き
へ
入
也
。
わ
さ
と
さ
か
つ
き
を
と
り
て
、
ふ
る
ま
ひ

を
い
た
し
、
そ
の
と
き
ひ
ね
の
ひ
つ
中
、
め
い
よ
の
物
き
れ

の
ふ
と
か
た
な
、
さ
く
、
て
ぼ
う
か
ね
つ
ね
、
ぬ
き
も
ち
、
せ

う
さ
に
さ
ふ
ら
ふ
つ
る
ま
こ
四
郎
を
き
り
ふ
せ
、
又
、
う
ひ

や
う
ゑ
の
た
ゆ
ふ
を
き
り
こ
ろ
し
、
ね
ん
ら
い
の
し
う
び
を

ひ
ら
き
、
さ
ん
け
の
山
し
ろ
だ
う
さ
ん
か
た
へ
、
み
き
の
お

も
む
き
申
つ
か
は
す
と
こ
ろ
に
、
ぎ
や
う
て
ん
、
か
き
り
な

し
。

〔
検
討
と
考
察
〕

〔
大
か
う
〕
で
は
、
斉
藤
道
三
に
「
う
し
さ
き
〔
牛
裂
き
〕」
と

か
「
か
ま
を
す
ゑ
を
き
〔
釜
を
据
ゑ
置
き
〕
…
…
あ
ふ
り
こ
ろ
す

〔
焙
り
殺
す
〕」
と
か
の
非
道
な
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
こ

れ
が
〔
古
活
字
〕
で
は
、「
う
し
の
こ
く
」
と
か
「
き
ん
ぬ
に
す
へ

を
き
〔
き
ん
ぬ
に
据
へ
置
き
〕」
と
か
と
な
る
。「
う
し
の
こ
く
」

は
「
牛
の
刻
」
で
牛
裂
き
を
牛
で
刻
む
と
理
解
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
わ
ざ
わ
ざ
い
い
か
え
る
必
要
は
な
い
。「
き
ん
ぬ
」
の

「
ぬ
」
は
字
面
上
は
「
奴
」
の
崩
し
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
が
、

「
婦
」
つ
ま
り
「
ふ
」
の
崩
し
と
類
似
す
る
。
お
そ
ら
く
は
木
活
字

の
選
定
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。「
き
ん
ふ
」
な
ら
ば
、「
金
釜
」
で

「
金
属
製
の
釜
」
の
意
味
で
あ
る
。
後
文
の
「
あ
ふ
り
こ
ろ
す
事

〔
焙
り
殺
す
事
〕」
に
対
応
す
る
内
容
で
、〔
大
か
う
〕
の
釜
で
煎
り

殺
す
よ
り
も
、
金
属
製
で
あ
る
釜
と
し
た
よ
り
正
確
な
表
現
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
い
い
換
え
は
、
誤
解
を
生
む
元
で
あ
る

し
、
誤
解
を
も
と
に
伝
説
が
生
じ
る
原
因
に
も
な
る
。〔
私
版
本
〕

で
は
こ
の
部
分
は
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
削
除

さ
れ
て
い
る
。

次
に
〔
大
か
う
〕
で
は
「
さ
く
び
や
う
を
か
ま
へ
、
お
く
へ
ひ

き
入
〔
作
病
を
構
へ
、
奥
へ
引
き
入
り
〕、
へ
い
ぐ
わ
さ
ふ
ら
い
し

〔
へ
い
ぐ
わ
候
い
し
〕」
と
な
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、〔
古

活
字
〕
は
「
作
病
を
か
ま
へ
引
入
、
へ
い
外
に
候
ひ
し
」
で
あ
り
、

「
外
」
を
「
ぐ
わ
」
に
宛
て
た
の
か
、「
ぐ
わ
い
」
と
解
し
て
「
外
」

の
字
を
宛
て
た
の
か
が
問
題
に
な
る
。
お
そ
ら
く
〔
私
版
本
〕
で



は
「
外
」
を
「
ぐ
わ
い
」
に
宛
て
る
と
判
断
し
て
、「
へ
い
ぐ
わ

い
」
と
し
た
。「
へ
い
ぐ
わ
」
の
意
味
は
と
ら
え
に
く
い
の
だ
が
、

病
気
と
称
し
て
引
き
こ
も
っ
て
い
る
の
で
、「
へ
い
」
は
「
平
」
で

「
普
通
の
状
態
」
を
意
味
し
、「
ぐ
わ
」
は
「
臥
」
で
普
通
に
臥

せ
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
へ
い
ぐ

わ
い
」
に
な
る
と
、「
平
懐
」
で
あ
り
、「
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
」

と
い
う
よ
う
な
意
味
に
な
る
。「
平
臥
」
と
「
平
懐
」
で
は
新
九
郎

義
龍
の
行
動
に
相
違
が
で
て
く
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
伝
説
が
誕

生
す
る
要
素
で
あ
る
。

〔
大
か
う
〕
に
「
山
し
ろ
ふ
し
四
人
と
も
に
、
い
な
は
山
に
ゐ
じ

や
う
也
〔
山
城
父
子
四
人
と
も
に
、
稲
葉
山
に
居
城
な
り
〕」
は
何

の
疑
問
も
な
い
文
章
で
あ
る
。
そ
れ
が
〔
古
活
字
〕
に
「
父
子
四

人
な
か
さ
れ
、
い
な
は
山
に
き
よ
城
な
り
」、〔
私
版
本
〕
に
「
父

子
四
人
な
が
さ
れ
、
い
な
は
山
に
き
よ
城
な
り
」
と
道
三
父
子
が

流
罪
に
で
も
な
っ
た
か
の
よ
う
な
記
述
に
な
る
。「
父
子
四
人
な

が
ら
」
の
誤
り
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
伝
説
の
発
生
源
と
な

る
。次

の
〔
大
か
う
〕
の
「
ぢ
う
び
や
う
、
と
き
を
ま
つ
事
に
候
」

は
、
重
病
で
死
す
る
時
を
待
っ
て
い
る
状
態
だ
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。〔
古
活
字
〕
と
〔
私
版
本
〕
で
は
「
じ
ひ
や
う
」「
じ
び
や

う
」
で
、「
自
病
」
と
な
り
、
意
味
が
異
な
っ
て
く
る
。

〔
大
か
う
〕
で
は
「
わ
さ
と
さ
か
つ
き
を
と
り
て
〔
態
と
盃
を
取

り
て
〕、
ふ
る
ま
ひ
を
い
た
し
〔
振
る
舞
い
を
い
た
し
〕、
そ
の
と

き
ひ
ね
の
ひ
つ
中
〔
そ
の
時
、
日
根
野
備
中
〕、
め
い
よ
の
物
き
れ

の
ふ
と
か
た
な
〔
名
誉
の
物
切
れ
の
太
刀
〕、
さ
く
、
て
ぼ
う
か
ね

つ
ね
〔
作
、
手
棒
兼
常
〕、
ぬ
き
も
ち
〔
抜
き
持
ち
〕、
せ
う
さ
に

さ
ふ
ら
ふ
つ
る
〔
上
座
に
候
ふ
つ
る
〕
ま
こ
四
郎
を
き
り
ふ
せ

〔
孫
四
郎
を
切
り
伏
せ
〕」
と
あ
る
。
こ
れ
は
長
井
隼
人
が
奥
の
座

敷
に
入
っ
て
、
病
気
見
舞
い
の
二
人
の
弟
を
盃
ご
と
で
も
て
な
し

た
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
瞭
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
〔
古
活
字
〕
は

「
き
や
う
弟
、
是
お
見
て
、
熊
さ
か
つ
き
お
と
つ
て
、
ふ
る
ま
い
を

出
し
」、〔
私
版
本
〕
で
は
「
き
や
う
だ
い
、
是
を
み
て
、
わ
ざ
と

さ
か
づ
き
を
と
つ
て
、
ふ
る
ま
ひ
を
い
だ
し
」
と
両
者
と
も
に

「
兄
弟
」
を
主
語
に
し
て
、
盃
ご
と
が
描
か
れ
て
い
る
。〔
古
活

字
〕
の
「
熊
」
は
「
態
と
」
の
「
態
」
の
字
の
誤
選
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
も
、
主
人
公
を
入
れ
替
え
て
し
ま
っ
て
は
意
味

を
な
さ
な
い
。
だ
が
、
意
味
を
な
さ
な
い
と
こ
ろ
は
、
逆
に
想
像

あ
る
い
は
創
造
に
よ
る
補
い
が
可
能
な
の
で
あ
り
、
新
た
な
伝
説

が
生
じ
る
部
分
で
も
あ
る
。

〔
大
か
う
〕
の
「
ぎ
や
う
て
ん
」
を
〔
古
活
字
〕
と
〔
私
版
本
〕

で
は
「
天
に
あ
を
く
〔
天
に
仰
ぐ
〕」、「
て
ん
に
あ
ふ
ぐ
〔
天
に
仰

ぐ
〕」
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
不
必
要
な
書
き
換
え
に
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す
ぎ
な
い
。

Ｃ〔
私
版
本
〕

道
三
（
だ
う
〔
さ
ん
〕）、
か
い
を
た
て
〔
螺
を
立
て
〕、
人
数

を
よ
せ
〔
寄
せ
〕、
四
方
、
町
の
す
ゑ
よ
り
〔
町
の
末
よ
り
〕

ひ
を
か
け
〔
火
を
懸
け
〕、
こ
と
ご
と
く
〔
悉
く
〕
は
う
く
わ

し
〔
放
火
し
〕、
い
な
は
山
〔
稲
葉
山
〕
は
だ
か
城
〔
裸
城
〕

に
な
し
、
大
河
を
こ
し
〔
越
し
〕
山
が
た
と
い
ふ
〔
山
県
と

い
ふ
〕
山
中
へ
ひ
き
の
き
〔
引
き
退
き
〕、
ふ
し
〔
父
子
〕
と

り
あ
ひ
〔
取
り
合
ひ
〕
な
り
。
国
中
（
こ
く
〔
ち
う
〕）
の
り

や
う
ち
に
〔
領
地
に
〕
こ
れ
あ
る
者
ど
も
は
、
み
な
〔
皆
〕、

新
九
郎
か
た
へ
〔
新
九
郎
方
へ
〕
は
せ
あ
つ
ま
る
〔
馳
せ
集

ま
る
〕
な
り
。
し
か
る
あ
ひ
だ
〔
然
る
間
〕、
た
う
さ
ん
〔
道

三
〕
人
数
、
次
第
次
第
に
て
う
す
に
〔
手
薄
に
〕
な
り
。
こ

れ
に
よ
つ
て
、
明
年
（
み
や
う
ね
ん
）、
い
な
は
山
〔
稲
葉
山
〕

の
三
里
外
に
、
た
か
い
山
〔
高
い
山
〕
こ
れ
あ
り
。
た
う
ざ

ん
〔
道
三
〕、
此
〔
こ
の
〕
や
ま
へ
〔
山
へ
〕
と
り
あ
が
り

〔
取
り
上
が
り
〕、
四
方
を
み
お
ろ
し
〔
見
下
し
〕。

居
陣
（
ゐ
ぢ
ん
）
の
織
田
（
お
た
）
か
づ
さ
の
す
け
信

長
（
の
ぶ
〔
な
が
〕）
も
〔
織
田
上
総
介
信
長
も
〕、
道
三
む
こ

〔
聟
〕
に
て
候
あ
ひ
だ
〔
間
〕、
手
合
（
て
あ
は
せ
）
と
し
て
御

出
勢
（〔
お
ん
〕
で
せ
い
）。
木
曽
川
（
き
そ
か
は
）、
ひ
た
河

（
か
は
）〔
飛
騨
川
〕
の
大
河
を
越
（
こ
え
）、
太
郎
、
戸
し
ま
東

蔵
坊
が
か
ま
へ
に
〔
戸
嶋
東
蔵
坊
が
構
へ
に
〕
い
た
り
て

〔
至
り
て
〕、
御
ぢ
ん
を
〔
御
陣
を
〕
す
ゑ
ら
れ
〔
据
ゑ
ら
れ
〕。

爰
（
こ
こ
）
に
て
、
や
ふ
の
内
〔
藪
の
内
〕、
堀
、
く
ね
〔
垣

根
〕
に
て
、
せ
に
亀
（
か
め
）
を
〔
銭
亀
を
〕
ほ
り
い
だ
し

〔
掘
り
出
だ
し
〕、
せ
に
を
つ
な
が
せ
〔
銭
を
繋
が
せ
〕、
御
ら

ん
候
〔
御
覧
候
〕。

Ｃ〔
古
活
字
〕

た
う
さ
ん
、
か
い
お
た
て
、
人
数
を
よ
せ
、
四
方
、
町
の

す
へ
〔
末
〕
よ
り
、
ひ
お
懸
〔
火
を
懸
け
〕、
こ
と
こ
と
く
は

う
く
は
〔
放
火
〕
し
、
い
な
は
山
は
た
か
城
〔
裸
城
〕
な
し
、

大
川
を
こ
し
、
や
ま
か
た
と
云
〔
云
ふ
〕
さ
ん
中
〔
山
中
〕

へ
引
の
き
、
ふ
し
〔
父
子
〕
と
り
あ
ひ
〔
取
り
合
ひ
〕
な
り
。

国
中
に
両
ち
〔
領
地
〕
に
こ
れ
あ
る
者
共
は
、
み
な
新
九
郎

か
た
へ
、
は
せ
あ
つ
ま
る
〔
馳
せ
集
ま
る
〕
な
り
。
然
る
間
、

た
う
さ
ん
〔
道
三
〕
人
数
次
第
次
第
に
手
う
す
に
也
。
こ
れ

仍
〔
よ
つ
て
〕
明
年
の
四
月
十
八
日
、
い
な
は
山
の
三
里
外

た
か
い
山
こ
れ
あ
り
。
道
三
、
此
山
へ
と
り
あ
か
り
〔
取
り

上
が
り
〕、
四
ほ
う
を
見
お
ろ
し
。



居
陣
の
か
す
さ
の
介
〔
上
総
介
〕
信
長
も
、
た
う
三
〔
道

三
〕
む
こ
に
て
〔
聟
に
て
〕
候
間
、
手
合
と
し
て
御
出
勢
、

木
そ
川
〔
木
曽
川
〕、
ひ
た
河
〔
飛
騨
川
〕
の
大
か
わ
〔
大

川
〕
お
越
〔
を
越
へ
〕、
大
郎
、
戸
嶋
東
蔵
坊
が
か
ま
へ
に

〔
構
へ
に
〕
い
た
り
て
、
御
陣
を
す
へ
ら
れ
。
爰
に
て
、
や
ぶ

の
内
、
堀
、
く
ね
に
て
〔
垣
根
に
て
〕、
せ
に
亀
め
を
ほ
り
い

た
し
、
せ
に
を
つ
な
か
せ
〔
銭
を
繋
が
せ
〕、
御
覧
候
。

Ｃ〔
大
か
う
〕

こ
こ
に
て
、
ま
つ
、
か
い
を
た
て
よ
と
候
て
、
に
ん
し
ゆ

を
よ
せ
、
四
は
う
、
ま
ち
す
ゑ
よ
り
、
ひ
を
か
け
、
こ
と
こ

と
く
は
う
く
わ
し
、
は
だ
か
し
ろ
に
な
し
、
な
が
ら
の
か
わ

を
こ
し
、
山
が
た
と
い
ふ
さ
ん
中
へ
ひ
き
の
き
、
ふ
し
と
り

あ
ひ
也
。
こ
く
中
に
ち
ぎ
や
う
し
よ
ぢ
の
め
ん
め
ん
と
う
、

み
な
、
し
ん
九
郎
よ
し
た
つ
か
た
へ
は
せ
あ
つ
ま
り
、
山
し

ろ
た
う
さ
ん
に
ん
し
ゆ
、
し
た
い
し
た
い
に
て
う
す
に
な
る

也
。
こ
れ
に
よ
り
、
あ
く
る
と
し
四
月
十
八
日
、
こ
く
中
い

な
は
山
の
三
里
い
ぬ
い
に
、
つ
る
や
ま
と
て
、
こ
う
さ
ん
こ

れ
あ
り
。
此
山
へ
と
り
あ
か
り
、
四
は
う
を
み
く
た
し
ゐ
ち

ん
也
。

お
た
の
か
つ
さ
の
か
み
の
ぶ
な
が
も
、
山
し
ろ
た
う
さ
ん

の
む
こ
に
て
候
あ
ひ
た
、
御
て
あ
は
せ
と
し
て
、
木
そ
か
わ
、

ひ
た
か
わ
の
、
だ
い
が
う
ち
こ
し
、
あ
か
な
べ
く
ち
へ
さ
し

か
か
り
、
お
ほ
ら
の
と
し
ま
と
う
ぞ
う
ば
う
か
ま
へ
に
い
た

つ
て
、
御
ち
ん
を
す
ゑ
ら
れ
。
こ
こ
に
き
た
ひ
の
事
あ
り
。

や
し
き
の
う
ち
、
ほ
り
、
く
ね
ま
て
も
、
ぜ
に
が
め
、
あ
ま

た
ほ
り
い
た
し
、
こ
こ
も
か
し
こ
も
、
せ
に
を
し
き
た
る
こ

と
く
也
。

〔
検
討
と
考
察
〕

〔
大
か
う
〕
に
は
「
こ
く
中
に
ち
ぎ
や
う
し
よ
ぢ
の
め
ん
め
ん

〔
国
中
に
知
行
所
持
の
面
々
〕」
と
、
斉
藤
家
か
ら
知
行
を
も
ら
っ

て
い
た
人
々
と
あ
る
。〔
古
活
字
〕
で
は
「
国
中
に
両
ち
〔
領
地
〕

に
こ
れ
あ
る
者
共
」
と
あ
り
、
美
濃
国
に
領
地
を
も
っ
て
い
る
す

べ
て
の
人
々
と
い
う
意
味
に
な
り
、〔
大
か
う
〕
と
相
違
す
る
。

そ
れ
が
〔
私
版
本
〕
で
は
「
国
中
（
こ
く
〔
ち
う
〕）
の
り
や
う
ち
に

〔
領
地
に
〕
こ
れ
あ
る
者
ど
も
」
と
正
さ
れ
る
。
厳
密
に
い
え
ば

「
知
行
」
と
「
領
地
」
は
相
違
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
意
味
で
は

正
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
解
釈
に
よ
っ
て
は
、
正
さ
れ

て
い
な
い
と
す
る
余
地
も
あ
る
。

〔
大
か
う
〕
で
は
稲
葉
山
か
ら
三
里
離
れ
た
戌
亥
つ
ま
り
北
西

に
、「
つ
る
や
ま
」
と
い
う
「
こ
う
さ
ん
〔
高
山
〕」
が
あ
る
と
い
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う
。
稲
葉
山
か
ら
の
方
角
と
距
離
を
記
し
、
そ
こ
に
あ
る
高
山
の

具
体
名
「
つ
る
や
ま
〔
鶴
山
〕」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
正
し

く
伝
え
る
こ
と
は
、
軍
記
、
戦
記
に
す
れ
ば
不
可
欠
の
要
素
で
あ

る
。
そ
れ
を
〔
古
活
字
〕
は
無
視
し
て
「
い
な
は
山
の
三
里
外
た

か
い
山
こ
れ
あ
り
」
と
方
角
も
具
体
名
も
省
略
し
て
し
ま
い
、
そ

れ
が
〔
私
版
本
〕
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
か
か
る
抽
象
化
も
、

そ
こ
に
勝
手
な
具
体
像
を
与
え
る
隙
間
を
広
げ
る
も
の
で
、
伝
説

を
形
成
す
る
要
素
で
あ
る
。
少
し
後
の
信
長
の
行
動
の
部
分
に
も
、

〔
大
か
う
〕
に
は
「
あ
か
な
べ
く
ち
」
と
か
「
お
ほ
ら
」
と
か
具
体

地
名
が
あ
る
の
に
、〔
古
活
字
〕
や
〔
私
版
本
〕
に
は
正
し
く
継
承

さ
れ
て
い
な
い
。

〔
大
か
う
〕
は
そ
の
山
に
「
四
は
う
を
み
く
た
し
ゐ
ち
ん
也
〔
四

方
を
見
下
し
居
陣
な
り
〕」
と
、
道
三
が
陣
を
設
け
た
と
記
す
。

そ
れ
が
〔
古
活
字
〕
で
は
、「
四
方
を
み
お
ろ
し
〔
見
下
し
〕」
と

国
見
を
し
た
か
の
よ
う
に
記
す
。
本
来
は
道
三
が
「
居
陣
」
し
た

の
に
、「
居
陣
の
か
す
さ
の
介
」
と
信
長
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。

文
章
の
末
尾
か
ら
す
れ
ば
、「
た
か
い
山
」
に
「
居
陣
」
し
て
い
た

信
長
が
、「
戸
嶋
東
蔵
坊
が
か
ま
へ
に
〔
構
へ
に
〕」
陣
を
移
動
し

て
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た
誤
解
を
招
く
表
現
が
伝
説

の
根
源
に
な
り
う
る
。〔
古
活
字
〕
の
文
章
は
そ
の
ま
ま
〔
私
版

本
〕
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、〔
大
か
う
〕
が
「
お
た
か
つ
さ

の
か
み
の
ぶ
な
が
〔
織
田
上
総
守
信
長
〕」
と
誤
っ
て
い
る
の
を
、

〔
古
活
字
〕
が
「
か
す
さ
の
介
信
長
」
と
一
部
を
正
し
、〔
私
版
本
〕

が
「
織
田
（
お
た
）
か
づ
さ
の
す
け
信
長
」
と
正
し
て
い
る
。
根
本

史
料
の
〔
大
か
う
〕
に
さ
え
、
か
か
る
誤
り
が
あ
る
こ
と
は
、
伝

説
の
発
生
上
無
視
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

〔
大
か
う
〕
の
「
ぜ
に
が
め
（
銭
亀
）」
の
記
述
は
、
銭
亀
が
多
数

掘
り
出
さ
れ
て
、
あ
た
り
一
面
が
銭
亀
ば
か
り
に
な
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。〔
古
活
字
〕
は
そ
れ
を
「
せ
に
亀
め
」
と
し
、
お
そ
ら

く
は
「
銭
甕
」
と
考
え
て
、
そ
の
銭
甕
の
中
に
詰
ま
っ
た
銭
を
、

一
本
に
繋
が
せ
て
み
た
と
空
想
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
せ
に
亀
め
」

は
〔
私
版
本
〕
で
「
せ
に
亀
」
と
訂
正
し
は
し
た
が
、
銭
を
繋
が

せ
て
み
た
と
い
う
部
分
は
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。
だ
れ
が
銭
甕
を

埋
め
た
か
と
か
、
別
の
物
語
が
派
生
す
る
余
地
が
あ
る
。

Ｄ〔
私
版
本
〕

四
月
廿
日
、
う
の
こ
く
に
〔
卯
の
刻
に
。
午
前
六
時
こ
ろ

に
〕
い
ぬ
い
へ
〔
戌
亥
へ
。
北
西
へ
〕
む
か
つ
て
〔
向
つ
て
〕、

新
九
郎
（
し
ん
〔
く
ろ
う
〕）
、
人
数
を
い
だ
し
〔
出
し
〕、
道

三
（
だ
う
〔
さ
ん
〕）
も
山
し
た
へ
く
だ
つ
て
〔
山
下
へ
下
つ

て
〕、
か
け
む
か
は
れ
〔
駆
け
向
か
は
れ
〕。
一
番
合
戦
（〔
い

ち
〕
ば
ん
か
つ
せ
ん
）
に
、
竹
こ
し
た
う
ち
ん
〔
竹
腰
道
塵
〕、



六
百
ば
か
り
、
ま
ん
ま
る
に
〔
真
丸
に
〕
な
り
て
中
の
わ
た

り
〔
中
の
渡
り
〕
う
ち
こ
え
〔
打
ち
越
え
〕、
は
た
も
と
へ

〔
旗
元
へ
〕
き
つ
て
か
か
り
〔
切
つ
て
懸
り
〕。
た
う
さ
ん

〔
道
三
〕、
物
の
か
ず
に
せ
ず
〔
物
の
数
に
せ
ず
〕、
そ
う
が
か

り
に
か
か
り
〔
総
懸
り
に
懸
り
〕、
し
ば
ら
く
〔
暫
く
〕
戦

〔
た
た
か
ひ
〕
き
り
く
づ
し
〔
切
り
崩
し
〕、
た
け
の
こ
し
た

う
ち
ん
を
〔
竹
腰
道
塵
を
〕
う
ち
と
り
〔
打
ち
取
り
〕。
し
や

う
ぎ
に
〔
床
几
に
〕
こ
し
を
か
け
〔
腰
を
掛
け
〕、
ほ
ろ
を
ゆ

す
り
〔
母
衣
を
揺
す
り
〕
ま
ん
ぞ
く
〔
満
足
〕
の
と
こ
ろ
に
、

又
、
二
番
（〔
に
〕
ば
ん
）
や
り
〔
鑓
〕、
新
九
郎
、
多
人
数

（〔
た
に
ん
〕
じ
ゆ
）、
と
つ
と
〔
噇
と
〕
川
を
こ
し
〔
越
し
〕、

人
数
あ
り
相
〔
人
数
あ
り
あ
ひ
〕。

新
九
郎
ま
ん
中
（
な
か
）〔
真
ん
中
〕
よ
り
、
武
者
（
む
し

や
）
一
騎
（〔
い
つ
〕
き
）
進
（
す
す
）
み
出
る
。
こ
れ
は
、
な

か
や
〔
長
屋
〕
甚
右
衛
門
と
（
ぢ
ん
〔
う
ゑ
も
ん
〕
と
）
申
者
也

〔
申
す
者
な
り
〕。
こ
れ
を
み
て
〔
見
て
〕、
山
城
人
数
（
に
ん

じ
ゆ
）
の
中
よ
り
、
柴
田
角
内
（
し
ば
た
か
く
な
ひ
）
と
申
者

〔
申
す
者
〕、
こ
れ
、
か
け
あ
ひ
、
た
た
か
ふ
〔
懸
け
合
ひ
、

戦
ふ
〕。
な
か
や
を
〔
長
屋
を
〕
を
し
ふ
せ
〔
押
し
伏
せ
〕
く

び
を
と
る
〔
首
を
取
る
〕。
柴
田
、
は
れ
が
ま
し
き
〔
晴
れ
が

ま
し
き
〕
か
う
み
や
う
〔
功
名
〕
な
り
。

か
や
う
に
候
と
こ
ろ
に
、
そ
う
ほ
う
よ
り
〔
双
方
よ
り
〕、

や
り
を
〔
鑓
を
〕
う
ち
あ
は
せ
〔
打
ち
合
は
せ
〕、
さ
ん
さ
ん

に
〔
散
々
に
〕
い
り
み
だ
れ
〔
入
り
乱
れ
〕、
く
ろ
け
ふ
り
を

た
て
て
〔
黒
煙
を
立
て
て
〕、
し
の
ぎ
を
け
づ
り
〔
鎬
を
削

り
〕
つ
ば
を
わ
り
〔
鍔
を
割
り
〕、
ひ
ば
な
を
ち
ら
し
〔
火
花

を
散
ら
し
〕
か
つ
せ
ん
す
〔
合
戦
す
〕。
か
し
こ
に
て
、
お
も

ひ
お
も
ひ
〔
思
ひ
思
ひ
〕
の
は
た
ら
き
〔
働
き
〕
あ
り
。

さ
る
ほ
ど
に
〔
さ
る
程
に
〕、
長
井
忠
左
衛
門
（
な
が
ゐ
ち

う
〔
ざ
ゑ
も
ん
〕）、
山
城
道
三
に
わ
た
り
あ
ひ
〔
渡
り
合
ひ
〕、

た
う
さ
ん
〔
道
三
〕
打
（
う
ち
）
太
刀
を
を
し
上
〔
押
し
上

げ
〕、
い
だ
き
〔
抱
き
〕、
山
城
を
い
け
ど
り
に
〔
生
け
捕
り

に
〕
仕
ら
ん
と
い
ふ
所
へ
、
小
ま
き
源
太
（
げ
ん
た
）〔
小
真

木
源
太
〕
は
し
り
き
た
り
〔
走
り
来
た
り
〕、
山
し
ろ
〔
山

城
〕
が
す
ね
を
な
ぎ
切
（
き
り
）〔
山
城
が
脛
を
薙
ぎ
切
り
〕、

を
し
ふ
せ
〔
押
し
伏
せ
〕、
く
び
を
と
る
〔
首
を
取
る
〕。
忠

左
衛
門
は
、
後
（
の
ち
）
の
せ
う
こ
〔
証
拠
〕
の
た
め
に
と
て
、

は
な
を
そ
い
で
〔
鼻
を
削
い
で
〕、
の
き
に
け
り
〔
退
き
に
け

り
〕。新

九
郎
（
し
ん
〔
く
ろ
う
〕）
は
、
か
つ
せ
ん
に
か
つ
て
〔
合

戦
に
勝
つ
て
〕、
く
び
の
じ
つ
け
ん
の
〔
首
の
実
検
の
〕
と
こ

ろ
へ
、
山
し
ろ
が
く
び
を
〔
山
城
が
首
を
〕
も
ち
き
た
る
に
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つ
け
〔
持
ち
来
る
に
つ
け
〕、
身
よ
り
い
だ
せ
る
つ
み
〔
身
よ

り
出
だ
せ
る
罪
〕
な
り
、
と
く
た
う
〔
得
道
〕
を
こ
そ
し
た

り
け
り
。
こ
れ
よ
り
の
ち
、
新
九
郎
、
は
ん
か
と
な
の
り

〔「
は
ん
か
」
と
名
乗
り
〕。
む
か
し
〔
昔
〕、
も
ろ
こ
し
に

〔
唐
土
に
〕
は
ん
か
と
い
ふ
も
の
、
お
や
の
く
び
を
き
る
〔
親

の
首
を
切
る
〕。
そ
れ
は
、
ち
ち
の
く
び
を
き
つ
て
〔
父
の

首
を
切
つ
て
〕、
か
う
と
〔
孝
と
〕
な
る
な
り
。
い
ま
の
〔
今

の
〕
新
九
郎
は
、
お
や
の
く
び
を
き
つ
て
〔
親
の
首
を
切
つ

て
〕、
ち
し
よ
く
〔
恥
辱
〕、
ふ
か
う
と
〔
不
孝
と
〕
な
る
な

り
。

Ｄ〔
古
活
字
〕

四
月
廿
日
卯
の
こ
く
に
、
い
ぬ
い
へ
向
て
、
新
九
郎
人
数

を
い
た
し
、
た
う
三
も
山
し
た
へ
く
た
つ
て
〔
山
下
へ
下
つ

て
〕
か
け
向
わ
れ
、
一
番
合
戦
に
竹
こ
し
た
う
ち
ん
〔
竹
腰

道
塵
〕
六
百
は
か
り
か
〔
ば
か
り
が
〕、
万
丸
〔
真
ん
丸
〕
に

な
り
て
中
の
わ
た
り
〔
中
の
渡
り
〕
う
ち
こ
ゑ
〔
打
ち
越
ゑ
〕、

は
た
も
と
へ
〔
旗
元
へ
〕
き
つ
て
か
か
り
〔
切
つ
て
懸
か
り
〕、

た
う
さ
ん
〔
道
三
〕、
物
の
か
す
に
せ
す
〔
数
に
せ
ず
〕、
さ

う
か
か
り
に
〔
総
懸
か
り
に
〕
か
か
り
相
〔
懸
り
あ
い
〕、
暫

戦
〔
暫
く
戦
ひ
〕
き
り
く
す
し
〔
切
り
崩
し
〕、
た
け
の
こ
し

た
う
ち
ん
〔
竹
腰
道
塵
〕
を
う
ち
と
り
〔
討
ち
取
り
〕。
し
や

う
儀
に
〔
床
几
に
〕
こ
し
を
か
け
〔
腰
を
掛
け
〕、
ほ
ろ
を
ゆ

す
り
〔
母
衣
を
揺
す
り
〕
満
足
の
所
に
、
又
、
二
番
や
り

〔
鑓
〕、
新
九
郎
、
多
人
数
と
つ
と
〔
ど
つ
と
・
噇
と
〕
川
を

こ
し
〔
越
し
〕、
人
数
あ
り
相
〔
あ
り
あ
い
〕。

し
ん
九
ら
う
〔
新
九
郎
〕
ま
ん
中
〔
真
ん
中
〕
よ
り
武
者

一
き
〔
一
騎
〕
す
す
み
〔
進
み
〕
出
る
。
こ
れ
は
長
や
甚
衛

門
〔
長
屋
甚
衛
門
〕
と
申
者
也
〔
申
す
者
な
り
〕。
是
を
見
て

や
ま
し
ろ
〔
山
城
〕
人
じ
ゆ
の
〔
人
数
の
〕
中
よ
り
、
柴
田

角
内
と
申
も
の
〔
申
す
者
〕、
こ
れ
、
か
け
あ
ひ
〔
掛
け
合

ひ
〕
た
た
か
ふ
〔
戦
ふ
〕。
な
が
や
お
を
し
ふ
せ
〔
長
屋
を
押

し
伏
せ
〕
く
ひ
を
と
る
〔
首
を
取
る
〕。
柴
田
は
れ
が
ま
し

き
〔
晴
れ
が
ま
し
き
〕
高
名
な
り
〔
功
名
な
り
〕。
か
や
う
に

候
処
に
そ
う
ほ
う
よ
り
〔
双
方
よ
り
〕
や
り
を
〔
鑓
を
〕
う

ち
あ
わ
せ
〔
打
ち
合
わ
せ
〕、
さ
ん
さ
ん
に
〔
散
々
に
〕
入
乱

〔
入
り
乱
れ
〕、
く
ろ
け
ふ
り
を
た
て
て
〔
黒
煙
を
立
て
て
〕、

し
の
義
け
す
り
〔
鎬
削
り
〕
つ
は
を
わ
り
〔
鐔
を
割
り
〕、
火

花
お
ち
ら
し
〔
火
花
を
散
ら
し
〕
戦
合
〔
戦
ひ
合
ふ
〕。
か
し

こ
に
て
お
も
ひ
お
も
ひ
の
〔
思
ひ
思
ひ
の
〕
は
た
ら
き
有

〔
働
き
有
り
〕。

さ
る
程
に
長
井
忠
左
衛
門
、
山
城
道
三
に
渡
あ
ひ
〔
渡
り



合
ひ
〕、
た
う
さ
ん
〔
道
三
〕
打
太
刀
を
〔
打
つ
太
刀
を
〕
押

上
〔
押
し
上
げ
〕
い
た
き
つ
き
〔
抱
き
付
き
〕、
山
城
お
い
け

と
り
に
〔
山
城
を
生
け
捕
り
に
〕
仕
覧
〔
仕
ら
ん
〕
と
云
所

へ
〔
云
ふ
所
へ
〕、
小
ま
き
源
太
〔
小
真
木
源
太
〕
は
し
り
来

〔
走
り
来
た
り
〕、
山
城
か
す
ね
を
な
き
き
り
〔
山
城
が
脛
を

薙
ぎ
切
り
〕
を
し
ふ
せ
く
ひ
を
と
る
〔
押
し
伏
せ
首
を
取

る
〕。
忠
左
衛
門
は
後
の
せ
う
こ
〔
証
拠
〕
の
た
め
に
と
て
、

は
な
お
そ
い
て
の
き
に
け
り
〔
鼻
を
削
い
で
退
き
に
け
り
〕。

新
九
郎
は
、
合
戦
に
勝
て
〔
勝
つ
て
〕、
く
ひ
の
じ
つ
け
ん

の
処
へ
〔
首
の
実
検
の
処
へ
〕、
や
ま
し
ろ
か
く
ひ
も
ち
来

る
に
付
〔
山
城
が
首
持
ち
来
た
る
に
付
き
〕、
身
よ
り
い
た

せ
る
つ
み
な
り
〔
身
よ
り
出
だ
せ
る
罪
な
り
〕、
徳
た
う
お

こ
そ
し
た
り
け
り
〔
得
道
を
こ
そ
し
た
り
け
り
〕。
是
よ
り

後
、
新
九
郎
、
は
ん
か
と
名
乗
〔
名
乗
る
〕。
昔
、
も
ろ
こ
し

に
〔
唐
土
に
〕、
は
ん
か
と
云
者
〔
云
ふ
者
〕、
お
や
の
く
ひ

お
き
る
〔
親
の
首
を
切
る
〕。
そ
れ
は
父
の
く
ひ
を
き
つ
て

〔
父
の
首
を
切
つ
て
〕、
か
う
と
な
る
な
り
〔
孝
と
な
る
な

り
〕。
今
の
新
九
郎
は
、
お
や
の
く
ひ
を
き
つ
て
〔
親
の
首

を
切
つ
て
〕、
ち
し
よ
く
〔
恥
辱
〕、
ふ
か
う
〔
不
孝
〕
と
な

る
也
。

Ｄ〔
大
か
う
〕

四
月
廿
日
、
う
の
こ
く
、
新
九
郎
（
し
ん
〔
く
ら
う
〕）
よ

し
た
つ
、
い
ぬ
ゐ
へ
む
か
つ
て
、
た
う
さ
ん
ゐ
ぢ
ん
の
つ
る

山
へ
、
に
ん
し
ゆ
を
い
た
し
、
た
う
さ
ん
も
、
な
か
ら

川
（
か
わ
）
き
わ
ま
て
、
か
け
む
か
ひ
、
ざ
い
ざ
い
し
よ
し

よ
に
、
気
ふ
り
を
あ
け
ら
れ
。
し
か
る
と
こ
ろ
に
、
竹
の
こ

し
た
う
ぢ
ん
、
六
百
は
か
り
、
ま
ん
ま
る
に
な
つ
て
か
わ
を

こ
し
、
た
う
さ
ん
は
た
も
と
へ
、
き
り
か
か
り
。
山
し
ろ
も
、

あ
ひ
か
か
り
に
か
か
り
あ
ひ
、
し
は
ら
く
た
た
か
ひ
、
も
の

の
か
す
と
も
せ
す
、
き
り
く
つ
し
、
竹
の
こ
し
た
う
ち
ん
を

う
ち
と
り
。
た
う
さ
ん
、
せ
う
木
に
、
こ
し
を
か
け
、
ほ
ろ

を
ゆ
す
り
、
ま
ん
そ
く
候
と
こ
ろ
に
、
又
、
二
番
（〔
に
〕
ば

ん
）
や
り
に
新
九
郎
（
し
ん
〔
く
ら
う
〕）
よ
し
た
つ
、
た
い
く

ん
に
て
、
ど
つ
と
か
わ
こ
し
、
た
う
さ
ん
と
、
に
ん
し
ゆ
た

て
あ
は
せ
候
。

さ
る
ほ
と
に
、
あ
は
れ
な
る
事
あ
り
。
た
た
い
ま
の
や
り

ま
へ
に
、
た
う
さ
ん
、
か
た
き
の
新
九
郎
（
し
ん
〔
く
ら

う
〕）
を
、
ほ
め
ら
れ
候
。
せ
い
の
つ
か
ひ
や
う
、
む
し
や
く

は
り
、
に
ん
し
ゆ
の
た
て
や
う
、
の
こ
る
と
こ
ろ
な
き
、
は

た
ら
き
也
。
さ
す
か
、
た
う
さ
ん
か
こ
に
て
候
。
み
の
の
く

に
、
お
さ
む
へ
き
も
の
也
。
と
か
く
、
わ
れ
わ
れ
あ
や
ま
り
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た
る
よ
と
、
申
さ
れ
候
。
こ
れ
を
き
く
も
の
、
よ
ろ
ひ
の
そ

て
を
、
ぬ
ら
さ
す
と
い
ふ
も
の
な
し
。

さ
て
、
新
九
郎
（
し
ん
〔
く
ら
う
〕）
よ
し
た
つ
そ
な
ゑ
の
中

よ
り
、
む
し
や
一
き
、
す
す
み
い
つ
る
。
こ
れ
は
、
な
か
屋

甚
右
衛
門
（
じ
ん
へ
も
ん
）〔
長
屋
甚
右
衛
門
〕
と
申
も
の
也
。

又
、
こ
れ
を
み
て
、
山
し
ろ
た
う
さ
ん
に
ん
し
ゆ
の
う
ち
よ

り
、
し
は
た
か
く
な
い
と
申
も
の
、
は
し
り
い
て
、
ま
ん
中

に
て
、
た
た
き
あ
ひ
、
な
か
屋
を
、
お
し
ふ
せ
、
く
ひ
を
と

る
。
し
は
た
か
く
な
ひ
、
は
れ
か
ま
し
き
こ
う
み
や
う
也
。

さ
候
と
こ
ろ
に
、
さ
う
は
う
よ
り
、
と
つ
と
か
か
り
あ
ひ
、

や
り
を
う
ち
あ
は
せ
、
く
ろ
け
ふ
り
た
つ
て
、
し
の
き
を
け

つ
り
、
つ
は
を
わ
り
、
ひ
は
な
を
ち
ら
し
、
あ
ひ
た
た
か
い
、

こ
こ
か
し
こ
に
て
お
も
ひ
お
も
ひ
の
は
た
ら
き
あ
り
。

さ
る
ほ
と
に
、
な
か
井
ち
う
さ
へ
も
ん
、
山
し
ろ
に
わ
た

し
あ
は
せ
、
た
う
さ
ん
か
、
う
つ
た
ち
を
お
し
あ
け
、
む
す

と
い
た
き
つ
き
、
た
う
さ
ん
を
い
け
と
り
に
つ
か
ま
つ
ら
ん

と
、
い
ふ
と
こ
ろ
へ
、
こ
ま
き
げ
ん
だ
、
は
し
り
き
た
り
、

山
し
ろ
か
す
ね
を
な
ぎ
き
り
、
お
し
ふ
せ
、
く
ひ
を
と
る
。

ち
う
さ
へ
も
ん
、
の
ち
の
せ
う
こ
の
た
め
に
と
て
、
は
な
を

そ
い
で
の
き
に
け
り
。

新
九
郎
（
し
ん
〔
く
ら
う
〕）
よ
し
た
つ
、
か
せ
ん
に
う
ち
か

つ
て
、
く
ひ
し
つ
け
ん
の
と
こ
ろ
へ
、
山
し
ろ
か
く
び
、
も

ち
き
た
る
。
み
よ
り
い
た
せ
る
と
か
な
り
と
、
と
く
た
う
を

こ
そ
し
た
り
け
り
。
こ
れ
よ
り
の
ち
、
新
九
郎
（
し
ん
〔
く
ら

う
〕）、
は
ん
か
と
な
の
る
。
む
か
し
、
も
ろ
こ
し
に
、
は
ん

か
と
い
ふ
も
の
、
お
や
の
く
び
を
き
る
。
そ
れ
は
、
ち
ち
の

く
び
を
き
つ
て
、
こ
う
と
な
る
也
。
い
ま
の
九
郎
よ
し
た
つ

は
、
お
や
の
く
び
を
き
つ
て
、
ち
じ
よ
く
、
ふ
こ
う
と
な
る

也
。た

う
さ
ん
は
、
め
い
じ
ん
の
よ
う
に
申
候
へ
と
も
、
じ
ひ

し
ん
な
く
五
じ
や
う
を
そ
む
き
、
ぶ
た
う
さ
か
ん
な
る
ゆ
へ

に
、
し
よ
て
ん
の
み
や
う
か
に
そ
む
き
、
こ
に
こ
け
う
を
お

い
い
た
さ
れ
、
こ
に
は
な
を
そ
か
れ
、
こ
に
く
ひ
を
き
ら
れ
、

ぜ
ん
だ
ひ
み
も
ん
の
こ
と
と
も
也
。
て
ん
た
う
、
お
そ
ろ
し

き
事
。

〔
検
討
と
考
察
〕

〔
大
か
う
〕
の
冒
頭
近
く
の
部
分
は
長
文
な
の
で
、
漢
字
混
じ

り
の
文
を
掲
げ
た
い
。「
新
九
郎
義
龍
、
戌
亥
へ
向
か
つ
て
、
道

三
居
陣
の
鶴
山
へ
人
数
を
出
だ
し
、
道
三
も
長
良
川
際
ま
で
駆
け

向
か
ひ
、
在
々
所
々
に
煙
を
上
げ
ら
れ
」
と
あ
る
、
新
九
郎
軍
の

進
軍
方
向
と
目
標
、
そ
れ
に
対
す
る
道
三
方
の
対
応
と
場
所
が
明



記
さ
れ
、
非
常
に
簡
潔
で
な
お
か
つ
要
を
得
た
文
で
あ
る
。

そ
れ
が
、〔
古
活
字
〕
に
な
る
と
、「
い
ぬ
い
へ
向
て
、
新
九
郎

人
数
を
い
た
し
、
た
う
三
も
山
し
た
へ
く
た
つ
て
〔
山
下
へ
下
つ

て
〕
か
け
向
わ
れ
」
と
、
新
九
郎
軍
の
進
軍
方
向
は
わ
か
る
も
の

の
、
目
標
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
対
す
る
道
三
軍
に
つ
い
て
も
、

前
項
の
「
高
い
山
」
か
ら
「
山
下
へ
下
つ
」
た
と
あ
っ
て
も
、
そ

の
地
点
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
う
け
た
〔
私
版
本
〕
も

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
〔
大
か
う
〕
は
「
長
良
川
際
」

と
あ
り
、
地
名
が
具
体
的
な
だ
け
で
は
な
く
、
川
際
の
風
景
を
背

景
に
し
た
両
軍
の
様
子
ま
で
が
具
体
性
を
持
つ
。〔
大
か
う
〕
の

「
在
々
所
々
に
煙
を
上
げ
ら
れ
」
も
、
道
三
軍
の
進
軍
の
様
子
が

眼
前
に
浮
か
ぶ
。〔
古
活
字
〕
や
〔
私
版
本
〕
が
こ
れ
を
省
略
す
る

の
は
、
全
く
不
可
解
で
あ
る
。

次
に
〔
大
か
う
〕
で
は
、
義
龍
軍
に
属
す
る
竹
腰
道
塵
の
六
百

人
程
の
軍
勢
が
「
ま
ん
ま
る
に
な
つ
て
か
わ
を
こ
し
〔
真
ん
丸
に

な
つ
て
川
を
越
し
〕」
と
あ
る
。
だ
い
た
い
が
具
体
性
を
欠
け
さ

せ
て
き
た
〔
古
活
字
〕
と
〔
私
版
本
〕
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
み
は

「
万
丸
〔
真
ん
丸
〕
に
な
り
て
中
の
わ
た
り
う
ち
こ
ゑ
〔
中
の
渡
り

打
ち
越
ゑ
〕」、「
ま
ん
ま
る
に
な
り
て
中
の
わ
た
り
う
ち
こ
え
」

と
渡
河
地
点
が
「
中
の
渡
り
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
。

「
中
の
渡
り
」
と
明
記
す
る
史
料
は
他
に
も
あ
る
。
太
田
牛
一

『
信
長
公
記
』
で
あ
り
、「
竹
腰
道
塵
六
百
計
眞
丸
成
て
中
の
渡
り

を
打
越
〔
竹
腰
道
塵
、
六
百
ば
か
り
真
ん
丸
に
な
り
て
中
の
渡
り

を
打
ち
越
し
〕」〔
国
立
国
会
図
書
館
近
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
我
自

刊
我
本
よ
り
活
字
化
〕
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
に
依
拠
し
た
の

で
あ
ろ
う
が
、『
信
長
公
記
』
の
こ
の
部
分
つ
ま
り
首
巻
は
、
太
田

牛
一
の
自
筆
本
を
欠
く
か
ら
、
な
ん
と
も
判
断
で
き
な
い
。
あ
る

い
は
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
に
別
系
統
の
写
本
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
大
か
う
〕
は
二
度
目
の
衝
突
の
前
に
、
傍
線
部
の
よ
う
な
斉

藤
道
三
の
義
龍
へ
の
述
懐
を
入
れ
る
が
、〔
古
活
字
〕
や
〔
私
版

本
〕
は
こ
れ
を
省
略
す
る
。『
信
長
公
記
』
に
も
対
応
の
記
述
は

な
い
。
本
来
な
か
っ
た
も
の
が
、
新
た
に
牛
一
が
『
大
か
う
さ
ま

く
ん
き
の
う
ち
』（
慶
応
大
学
本
）
を
書
写
す
る
に
あ
た
っ
て
加
え

た
な
ど
の
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
時
点
で
は
何
と
も

判
断
が
つ
か
な
い
が
、
牛
一
は
求
め
に
応
じ
て
筆
写
し
た
と
い
わ

れ
る
か
ら
、
牛
一
が
新
た
に
伝
説
を
創
作
し
て
付
加
す
る
事
も
あ

り
え
た
に
ち
が
い
な
い
。

次
の
個
所
は
〔
大
か
う
〕
が
「
こ
こ
か
し
こ
に
て
お
も
ひ
お
も

ひ
の
は
た
ら
き
あ
り
〔
此
処
彼
処
に
て
思
ひ
思
ひ
の
働
き
あ
り
〕」

と
し
た
の
を
、〔
古
活
字
〕
と
〔
私
版
本
〕
で
は
「
か
し
こ
に
て
お

も
ひ
お
も
ひ
の
」
と
「
こ
こ
〔
此
処
〕」
を
脱
落
さ
せ
て
い
る
。
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「
あ
ち
ら
こ
ち
ら
」
と
「
あ
ち
ら
」
で
は
、
戦
場
の
印
象
が
異
な
ろ

う
。〔

大
か
う
〕
の
末
尾
の
部
分
も
漢
字
混
じ
り
文
に
す
る
。「
道
三

は
、
名
人
の
様
に
申
し
候
へ
ど
も
、
慈
悲
心
な
く
五
常
を
背
き
、

無
道
盛
ん
な
る
故
に
、
諸
天
の
冥
加
に
背
き
、
子
に
故
郷
を
追
い

出
だ
さ
れ
、
子
に
鼻
を
削
が
れ
、
子
に
首
を
切
ら
れ
、
前
代
未
聞

の
事
ど
も
な
り
。
天
道
、
恐
ろ
し
き
事
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
〔
古

活
字
〕
と
〔
私
版
本
〕
で
は
、
こ
の
部
分
Ｄ
に
直
接
続
く
、
次
項

で
扱
う
Ｅ
の
末
尾
に
、〔
古
活
字
〕「
だ
う
三
は
、
め
い
し
ん
の
様

に
申
候
ら
へ
共
、
諸
て
ん
の
は
ち
に
は
な
を
そ
か
る
る
事
前
代
み

門
事
也
〔
道
三
は
、
名
人
の
様
に
申
し
候
へ
ど
も
、
諸
天
の
罰
に

鼻
を
削
が
る
る
事
、
前
代
未
聞
の
事
な
り
〕」、〔
私
版
本
〕「
だ
う

さ
ん
は
、
め
い
じ
ん
の
や
う
に
申
候
へ
ど
も
、
し
よ
て
ん
の
は
ち

に
は
な
を
そ
が
る
る
事
、
前
代
み
も
ん
の
事
な
り
」
と
あ
る
。

〔
古
活
字
〕、〔
私
版
本
〕
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
道
三
と
義
龍
の
話
は
、

〔
古
活
字
〕「
条
々

天
道
お
そ
ろ
し
き
次
第
」〔
私
版
本
〕「
条
々

天
道
お
そ
ろ
し
き
事
」
の
一
例
な
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は
〔
大

か
う
〕
の
よ
う
に
「
天
道
、
恐
ろ
し
き
事
」
と
い
っ
た
結
語
が
必

要
で
あ
る
。〔
古
活
字
〕
と
〔
私
版
本
〕
は
そ
れ
を
も
省
略
し
、

〔
大
か
う
〕
の
記
述
を
さ
ら
に
簡
単
に
し
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め
に
代
え
て

前
項
末
尾
に
記
し
た
よ
う
に
、
次
の
部
分
Ｅ
は
〔
古
活
字
〕
と

〔
私
版
本
〕
で
は
、
Ｄ
に
直
接
続
く
部
分
で
あ
る
。

Ｅ〔
私
版
本
〕

さ
い
し
〔
妻
子
〕、
一
で
う
と
の
〔
一
条
殿
〕
む
す
め

〔
女
〕、
御
さ
う
子
〔
御
曹
子
〕
と
申
て
〔
申
し
て
〕
こ
れ
あ

り
。
あ
る
と
き
、
て
ぎ
は
な
る
は
た
ら
き
〔
手
際
な
る
働

き
〕
あ
り
。
き
つ
ね
か
り
を
な
さ
れ
〔
狐
狩
り
を
な
さ
れ
〕、

さ
ま
さ
ま
ふ
る
ま
い
と
も
〔
様
々
振
る
舞
ひ
ど
も
〕
候
き

〔
候
ら
ひ
き
〕。
百
座
（〔
ひ
や
く
〕
ざ
）
の
ご
ま
〔
護
摩
〕、
千

座
の
こ
ま
を
〔
護
摩
を
〕
た
き
〔
焚
き
〕、
き
た
う
〔
祈
禱
〕

候
と
い
へ
ど
も
、
へ
い
ゆ
う
な
く
〔
平
癒
な
く
〕、
つ
ゐ
に

〔
遂
に
〕
ち
ち
ご
〔
父
子
〕
三
人
ひ
や
う
死
（
し
）〔
遂
に
父
子

三
人
病
死
〕
な
り
。

だ
う
さ
ん
は
〔
道
三
は
〕、
め
い
じ
ん
の
や
う
に
〔
名
人
の

や
う
に
〕
申
候
へ
ど
も
〔
申
し
候
へ
ど
も
〕、
し
よ
て
ん
の
は

ち
に
〔
諸
天
の
罰
に
〕、
は
な
を
そ
が
る
る
〔
鼻
を
削
が
る

る
〕
事
、
前
代
み
も
ん
の
〔
前
代
未
聞
の
〕
事
な
り
。



Ｅ〔
古
活
字
〕

さ
い
し
は
〔
妻
子
は
〕、
一
条
殿
む
す
め
、
御
そ
ふ
子
〔
御

曹
子
〕
と
申
て
〔
申
し
て
〕
こ
れ
あ
り
。
あ
る
時
、
手
儀
わ

な
る
は
た
ら
き
〔
手
際
な
る
働
き
〕
あ
り
。
き
つ
ね
か
り
お

な
さ
れ
〔
狐
狩
り
を
な
さ
れ
〕、
さ
ま
さ
ま
の
ふ
る
ま
い
と

も
候
き
〔
様
々
の
振
る
舞
い
ど
も
候
ら
ひ
き
〕。
百
座
ご
ま

〔
百
座
護
摩
〕、
千
座
の
ご
ま
お
た
き
〔
護
摩
を
焚
き
〕、
き
た

う
候
と
い
へ
共
〔
祈
禱
候
と
雖
も
〕
へ
い
ゆ
う
〔
平
癒
〕
な

し
。
つ
い
に
、
ち
ち
こ
〔
父
子
〕
三
人
病
死
な
り
。

た
う
三
は
〔
道
三
は
〕、
め
い
し
ん
〔
名
人
〕
の
様
に
申
候

ら
へ
共
〔
申
し
候
ら
へ
ど
も
〕、
諸
て
ん
の
は
ち
に
〔
諸
天
の

罰
に
〕
は
な
を
そ
か
る
る
事
〔
鼻
を
削
が
る
る
事
〕、
前
代
み

門
事
也
〔
前
代
未
聞
の
事
な
り
〕。

こ
れ
に
対
応
す
る
記
述
は
〔
大
か
う
〕
に
も
あ
る
が
、〔
大
か

う
〕
は
Ｄ
と
Ｅ
の
間
に
長
文
の
記
述
を
は
さ
む
。
信
長
と
義
龍
の

合
戦
、
義
龍
に
味
方
す
る
岩
倉
城
主
織
田
伊
勢
守
と
の
合
戦
な
ど

で
あ
る
。「
こ
れ
よ
り
い
わ
く
ら
と
き
よ
す
、
御
と
り
あ
ひ
は
し

ま
る
也
〔
こ
れ
よ
り
岩
倉
と
清
洲
、
御
取
り
合
ひ
始
ま
る
な
り
〕」

と
ま
と
め
、
一
行
の
空
白
を
置
い
て
、
Ｅ
が
記
さ
れ
る
。

Ｅ〔
大
か
う
〕

さ
る
ほ
と
に
〔
さ
る
程
に
〕、
さ
い
と
う
し
ん
九
郎
よ
し

た
つ
さ
い
ち
よ
は
〔
斉
藤
新
九
郎
義
龍
妻
女
は
〕、
一
ち
や

う
殿
御
む
す
め
〔
一
条
殿
御
女
〕、
そ
く
御
ぞ
う
し
と
て
こ

れ
あ
り
〔
息
御
曹
子
と
て
こ
れ
あ
り
〕。
あ
る
と
き
、
や
か

ん
つ
き
候
て
〔
野
干
憑
き
候
て
〕、
き
ゐ
の
わ
つ
ら
ひ
あ
り

〔
奇
異
の
煩
ひ
あ
り
〕。
百
さ
の
こ
ま
〔
百
座
の
護
摩
〕、
せ

ん
さ
の
こ
ま
〔
千
座
の
護
摩
〕、
ま
ん
さ
の
こ
ま
を
た
か
せ

〔
万
座
の
護
摩
を
焚
か
せ
〕、
さ
ま
さ
ま
き
と
う
候
へ
と
も

〔
様
々
祈
禱
候
へ
ど
も
〕、
つ
ゐ
に
へ
い
ゆ
う
な
く
〔
遂
に
平

癒
な
く
〕、
ふ
し
三
人
び
や
う
し
〔
父
子
三
人
病
死
〕。
て
ん

と
う
、
お
そ
ろ
し
き
事
〔
天
道
、
恐
ろ
し
き
事
〕。

〔
検
討
と
考
察
〕

〔
大
か
う
〕
が
最
も
理
解
し
や
す
い
。
斉
藤
義
龍
と
妻
と
子
に

「
や
か
ん
〔
野
干
〕」
つ
ま
り
狐
が
憑
い
て
、
奇
怪
な
病
状
に
な
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
う
し
た
こ
と
か
〔
古
活
字
〕
と

〔
私
版
本
〕
で
は
、
妻
と
子
が
手
際
な
る
働
き
つ
ま
り
鮮
や
か
な

技
量
を
発
揮
し
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
狐
狩
り
を
し
た
と

き
の
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
が
鮮
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
意
味
が
通
ら
な

い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
次
に
百
座
の
護
摩
、
千
座
の
護
摩

を
焚
い
て
祈
禱
し
た
が
、
遂
に
義
龍
と
妻
子
の
三
人
が
病
死
し
た
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と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
文
章
に
連
続
性
が
な
い
。

狐
憑
き
の
狐
を
落
と
す
こ
と
が
「
狐
狩
り
」
と
い
わ
れ
た
の
か

ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
狐
が
つ
い
た
理
由
を
狐
狩
り
を
し
た
こ

と
に
求
め
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
途
中
で
放
置
し
た
と
考
え
る
べ

き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
原
文
か
ら
の
想
像
で
文
を
変
更
し
、
意

味
が
通
じ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
読
む
人
は
そ
れ
ぞ

れ
に
何
ら
か
の
想
像
で
辻
褄
を
合
わ
せ
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
れ

も
伝
説
の
発
生
す
る
一
要
素
で
あ
る
。

古
活
字
本
に
せ
よ
承
応
三
年
版
本
（
私
蔵
本
も
）
に
せ
よ
、
依
拠

し
た
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
の
文
を
か
な
り
改
変
し
た

り
、
勝
手
に
添
削
を
加
え
て
い
る
。
桑
田
忠
親
も
版
本
類
の
書
き

直
し
の
杜
撰
さ
に
、
唖
然
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
評
価
す
る
〔
桑

田
『
太
閤
記
の
研
究
』
八
〇
頁
〕。
こ
の
評
価
は
正
当
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
し
、
私
自
身
も
口
を
き
わ
め
て
そ
の
杜
撰

さ
を
罵
り
た
い
気
持
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
か
か
る
杜
撰
さ
の
中
に
、
想
像
力
を
働
か
せ
ね
ば
、

他
人
に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
が
あ
り
、
杜
撰
さ
は
杜
撰
さ

で
存
在
す
る
価
値
は
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
に
い

た
っ
た
。
つ
ま
り
杜
撰
さ
に
は
異
説
や
伝
説
を
発
生
さ
せ
る
原
動

力
が
あ
り
、
そ
の
異
説
や
伝
説
は
人
々
に
語
り
伝
え
ら
れ
、
や
が

て
は
人
口
に
膾
炙
す
る
真
の
「
伝
説
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い

え
よ
う
。

杜
撰
で
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
価
値
が
な
け
れ
ば
、
古
活
字
本

に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
承

応
三
年
版
本
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
年
代
不
明

の
版
本
と
し
て
挿
絵
を
省
略
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

異
説
と
伝
説
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
原
点
と
し
て
、
い
か
に
杜
撰

で
あ
ろ
う
が
版
本
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔
本
稿
は
、
永
吉
雅
夫
代
表
に
よ
る
学
内
共
同
研
究
を
承
認
さ
れ
、
永
吉

代
表
、
淺
野
純
一
、
武
田
秀
夫
（
以
上
ア
ジ
ア
学
科
教
授
）、
山
口
公
一
経

営
学
部
准
教
授
な
ら
び
に
奥
田
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
共
同
研
究
の
結

果
の
一
部
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
一
日
の
公
開
研
究
会
で
の
報

告
に
、
研
究
会
参
加
各
位
に
貴
重
な
助
言
を
賜
っ
て
、
加
筆
訂
正
し
た
も

の
を
基
本
に
し
て
い
る
。
共
同
研
究
を
承
認
い
た
だ
い
た
執
行
機
関
各
位
、

本
研
究
の
遂
行
に
あ
た
り
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
事
務
関
係
諸
ス

タ
ッ
フ
、
ま
た
研
究
会
の
実
施
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
ア
ジ

ア
学
科
の
専
任
教
員
各
位
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。〕


